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は
じ
め
に

　
『
百
二
十
詠
詩
注
』
は
初
唐
の
李
嶠
の
詠
物
詩
集
『
百
二
十
詠
』（
雑
詠
、

百
詠
と
も
い
う
）
に
盛
唐
の
張
庭
芳
等
の
注
を
附
し
た
有
注
本
で
あ
る
。

『
百
二
十
詠
』
は
平
安
・
鎌
倉
期
の
代
表
的
な
幼
学
書
で
あ
っ
た
か
ら
、

当
時
そ
の
注
も
相
当
に
読
ま
れ
た
と
覚
し
い
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、

該
書
は
漢
土
に
於
い
て
亡
佚
し
た
も
の
の
、
本
邦
に
於
い
て
は
伝
存
し
た
。

現
存
伝
本
は
後
人
の
改
竄
や
増
益
甚
だ
し
く
、
も
は
や
原
撰
時
の
状
態
を

保
っ
て
い
な
い
が
、
該
書
は
単
に
佚
存
書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
本
邦
に
於
け
る
漢
籍
の
受
容
や
、
中
古
中
世
の
文
学
を
考
究
す
る
上

で
も
極
め
て
意
義
深
く
、
そ
の
価
値
は
依
然
と
し
て
疑
い
得
な
い
。

　

該
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
神
田
喜
一
郎
氏1

、
池
田
利
夫
氏２

、
山
崎
誠

氏3

、
胡
志
昂
氏4

、
福
田
俊
昭
氏5

に
よ
る
優
れ
た
御
論
考
が
あ
り
、
本
文
の

注
解
等
を
除
け
ば
既
に
研
究
は
尽
く
さ
れ
た
感
す
ら
あ
る
。
本
解
題
は
こ

れ
ら
先
学
の
成
果
に
拠
り
な
が
ら
該
書
の
概
要
を
記
す
も
の
で
あ
る
。

一　

撰
者
李
嶠
に
つ
い
て

　

新
旧
両
唐
書
の
本
伝
に
よ
れ
ば
、
撰
者
李
嶠
は
字
は
巨
山
、
趙
州
賛
皇

の
人
。
十
五
に
し
て
五
経
に
通
じ
二
十
に
し
て
進
士
に
及
第
、
制
策
甲
科

に
擢
科
し
て
監
察
御
史
等
を
歴
任
し
、
武
則
天
の
時
に
同
鳳
閣
鸞
台
平
章

百
二
十
詠
詩
注
解
題

山
崎　

明
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事
、
即
ち
宰
相
と
な
っ
た
。
後
に
鸞
台
侍
郎
に
転
じ
て
修
国
史
を
兼
任
し
、

こ
の
頃
に
初
唐
期
の
一
大
類
書
で
あ
る
『
三
教
珠
英
』
一
千
三
百
巻
の
編

纂
を
主
導
し
た
。
以
後
転
任
を
重
ね
て
一
時
貶
さ
れ
る
が
、
再
び
宰
相
位

で
あ
る
鳳
閣
鸞
台
平
章
事
に
返
り
咲
い
た
。
中
宗
が
復
位
す
る
と
左
遷
さ

れ
る
も
数
月
で
中
央
に
帰
し
、
翌
年
同
中
書
門
下
三
品
、
即
ち
宰
相
と
な

り
、
間
も
な
く
中
書
令
に
到
っ
た
。
そ
の
後
に
は
修
文
館
の
大
学
士
を
加

え
ら
れ
、
趙
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
晩
年
は
睿
宗
の
即
位
と
と
も
に
懐
州

の
刺
史
に
下
さ
れ
、
玄
宗
の
治
世
に
は
滁
州
の
別
駕
や
廬
州
の
別
駕
に
貶

流
さ
れ
て
、
七
十
を
以
て
卒
し
た
。
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
史
料
上

は
『
旧
唐
書
』
玄
宗
紀
の
開
元
二
年
（
七
一
四
）
三
月
条
に
李
嶠
を
滁
州

の
別
駕
に
貶
し
た
と
見
え
る
の
が
下
限
で
あ
り
、
故
に
没
年
は
当
年
か
或

い
は
翌
三
年
、
生
年
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
か
或

い
は
翌
二
十
年
と
推
定
さ
れ
る
。

　

李
嶠
は
詩
才
に
富
み
、
六
朝
期
の
宮
廷
詩
や
初
唐
期
の
上
官
体
を
よ
く

継
い
で
発
展
さ
せ
、
上
官
儀
と
同
様
に
高
位
の
官
僚
と
い
う
立
場
か
ら
初

唐
期
の
詩
壇
を
先
導
し
た
。
特
に
応
制
、
応
詔
の
詩
を
得
意
と
し
、
文
学

を
好
ん
だ
武
后
や
中
宗
の
時
代
に
、
盛
ん
に
催
さ
れ
た
君
臣
唱
和
の
詩
宴

の
場
で
活
躍
し
た
。
そ
の
前
期
に
は
初
唐
の
四
傑
で
あ
る
王
勃
や
楊
炯
と

名
を
斉
し
う
し
、
中
期
に
は
杜
審
言
、
蘇
味
道
、
崔
融
と
と
も
に
文
章
四

友
と
併
称
さ
れ
た
。
の
ち
彼
等
が
没
す
る
と
文
章
の
宿
老
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
文
壇
の
模
範
と
な
っ
た
。
著
作
は
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
に
「
李
嶠
集

三
十
巻
」、『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
「
李
嶠
集
五
十
巻
」「
李
嶠
雑
詠
詩
十

二
巻
」、『
宋
史
』
藝
文
志
に
「
李
嶠
詩
十
巻
」「
李
嶠
新
詠
一
巻
」
が
著

録
さ
れ
る
。『
郡
斎
読
書
志
』
巻
四
上
に
は
「
李
嶠
集
一
巻
」
が
録
さ
れ

る
が
、
晁
公
武
の
解
題
に
は
「
集
本
六
十
卷
、
未
見
。
今
所
録
一
百
二
十

詠
而
已
」
と
あ
り
、
同
書
が
撰
述
さ
れ
た
南
宋
期
に
は
既
に
『
李
嶠
集
』

は
散
佚
し
、
其
の
内
の
一
巻
で
あ
る
『
百
二
十
詠
』
の
み
が
伝
存
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
同
書
も
爾
来
著
録
に
見
え
ず
、
単
行
の
書
と
し
て

は
宋
末
元
初
に
は
漢
土
に
於
い
て
亡
佚
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
然
る

に
本
邦
で
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
「
李
嶠
百
廿
詠
一
（
巻
）」
と

し
て
見
え
、
今
に
な
お
伝
わ
る
の
で
あ
る6

。

二　
『
百
二
十
詠
』
に
つ
い
て

　
『
百
二
十
詠
』
は
自
然
の
事
物
か
ら
身
辺
の
器
物
に
到
る
ま
で
の
物
名

を
、
単
題
を
以
っ
て
五
言
律
詩
で
詠
じ
た
、
百
二
十
首
の
詠
物
詩
集
で
あ

る
。
成
立
年
は
、
乾
象
部
「
雪
」
詩
の
尾
聯
「
大
周
天
闕
路
、
今
日
海
神

朝
」
に
見
る
「
大
周
」
の
語
が
、
武
則
天
の
治
世
の
国
号
に
当
た
る
こ
と
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か
ら
、
当
期
が
推
定
さ
れ
る
。
詠
物
詩
は
六
朝
期
よ
り
流
行
し
、
詩
宴
に

於
い
て
そ
の
巧
拙
を
競
う
な
ど
し
て
盛
ん
に
詠
ま
れ
た
。
そ
の
様
相
の
一

端
は
陳
の
徐
綾
撰
『
玉
台
新
詠
』
等
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。『
百
二
十

詠
』
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
体
詩
の
完
成
期
に
あ
っ
て
逸
早
く
そ
の
原

則
に
則
る
こ
と
や
、
詠
物
詩
の
み
に
限
っ
て
一
書
と
し
た
こ
と
で
あ
り
、

更
に
当
時
流
行
の
類
書
に
倣
っ
て
乾
象
（
日
・
月
・
星
・
風
等
）
か
ら
玉

帛
（
珠
・
玉
・
金
・
銀
等
）
に
到
る
ま
で
、
十
二
の
門
目
を
設
け
て
十
首

毎
に
分
目
類
別
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
期
に
行
わ
れ
た
撰
者
の

類
書
編
纂
の
経
験
が
大
き
く
働
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
彼
自
身
が
何

処
ま
で
本
書
の
類
書
的
使
用
を
意
図
し
た
か
は
知
れ
な
い
。
し
か
し
後
に

本
書
に
注
が
附
さ
れ
て
、
詩
句
本
文
の
難
解
な
典
拠
が
見
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
類
書
と
し
て
の
効
用
が
格
段
に
上
が
り
、
事
実
そ
の
よ
う
な

用
途
で
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る7

。

　

本
邦
で
は
平
安
初
期
ま
で
に
将
来
さ
れ8

、
盛
唐
以
降
に
六
朝
的
修
辞
が

流
行
ら
な
く
な
っ
た
漢
土
よ
り
反
っ
て
歓
迎
さ
れ
、『
蒙
求
』『
千
字
文
』『
和

漢
朗
詠
集
』
と
と
も
に
所
謂
「
四
部
ノ
読
書
」
の
一
と
し
て
初
学
者
必
修

の
書
と
な
っ
た9

。
例
え
ば
『
明
月
記
』
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
五
月
十

六
日
条
に
は
、
藤
原
定
家
が
日
夜
蹴
鞠
に
耽
る
息
男
為
家
を
憂
え
て
、
家

の
滅
亡
を
危
惧
す
る
叙
述
が
あ
り
、
そ
の
文
中
、
為
家
の
現
況
を
記
し
て

「
不
レ
見
二
一
巻
之
書
一
。
七
・
八
歳
之
時
、
僅
所
レ
読
蒙
求
・
百
詠
猶
以
廃

忘
」（
原
白
文
）
と
嘆
く
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
書
が
当
時
、
学
問

の
基
礎
テ
ク
ス
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
ろ
う
。
実
際
本

書
は
広
く
幼
童
の
書
と
し
て
詩
壇
の
み
な
ら
ず
歌
壇
に
於
い
て
も
尊
ば
れ
、

歌
題
に
用
い
ら
れ
和
歌
表
現
に
溶
け
込
ん
で11

、
ま
さ
に
王
朝
詩
歌
の
基
底

を
な
し
た
の
で
あ
る
。
太
田
晶
二
郎
氏
は
「「
四
部
ノ
読
書
」
考
」
に
於

い
て
、
幼
学
書
の
条
件
と
し
て
先
ず
韻
文
で
あ
り
暗
唱
に
適
す
る
こ
と
、

次
い
で
故
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
詳
細
な
注
が
備
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
た11

。『
百
二
十
詠
』
に
限
っ
て
い
え
ば
、
こ
れ

ら
諸
条
件
に
加
え
て
、
貴
族
社
会
の
試
練
で
あ
る
侍
宴
の
詩
作
に
お
い
て

肝
要
な
、
句
題
詩
に
代
表
さ
れ
る
題
詠
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
点

も
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
は
単
に
詩
中
に
如
何
に
題
意
を
詠
み
込
む
か
と
い

う
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
天
子
の
御
代
や
主
催
者
を
如
何
に
讃
称
し
て
述
懐

す
る
か
と
い
う
宮
廷
詩
特
有
の
問
題
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書

の
詩
句
が
故
事
を
踏
ま
え
た
難
解
な
表
現
を
取
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
平
安

朝
の
詩
人
達
に
歓
迎
さ
れ
た
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
本
書
の
宮
廷
詩
的
性

格
に
も
基
因
し
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
中
世
に
入
り
貴
族
社
会

の
崩
壊
に
伴
っ
て
詩
宴
の
重
要
性
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
中
で
、
本
書
が
詠
物

詩
集
の
正
宗
と
い
う
普
遍
的
価
値
を
有
し
な
が
ら
も
、
他
の
四
部
書
に
比
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し
て
奮
わ
な
く
な
っ
た
事
由
と
も
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る11

。

　

本
邦
に
伝
え
ら
れ
る
古
鈔
本
と
し
て
、
先
ず
最
古
の
も
の
に
、
頭
初
二

十
首
の
み
を
存
す
る
①
東
山
文
庫
蔵
伝
嵯
峨
天
皇
宸
翰
巻
上
零
巻
が
あ
り
、

ま
た
同
本
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
②
二
十
一
首
目
「
蘭
」
の
断
簡
が
陽
明
文

庫
に
蔵
さ
れ
る11

。
次
い
で
完
帙
の
最
古
の
も
の
に
③
田
中
教
忠
氏
旧
蔵
建

治
三
年
（
一
二
七
七
）
奥
書
本
が
あ
り
、
他
に
④
石
川
武
美
記
念
図
書
館

成
簣
堂
文
庫
蔵
鎌
倉
写
存
巻
上
、
⑤
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文

庫
蔵
鎌
倉
末
南
北
朝
写
存
巻
下
零
巻
、
⑥
同
蔵
南
北
朝
写
存
巻
上
残
巻
、

⑦
国
会
図
書
館
蔵
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
写
存
巻
下
、
⑧
穂
久
邇
文
庫

蔵
南
北
朝
写
本
、
⑨
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
三

条
西
公
条
写
本
が
あ
る
。
近
世
写
本
に
は
⑩
内
閣
文
庫
蔵
慶
長
写
本
、
⑪

同
蔵
林
梅
洞
旧
蔵
写
本
、
⑫
陽
明
文
庫
蔵
建
治
三
年
古
鈔
転
写
本
、
⑬
同

蔵
予
楽
院
家
熙
写
本
、
⑭
同
蔵
ほ
か
近
世
写
本
、
⑮
島
原
図
書
館
松
平
文

庫
蔵
本
な
ど
が
伝
わ
る
。
刊
本
に
は
⑯
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊
本
、

⑰
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
刊
石
川
貞
校
本
が
あ
り
、
ま
た
⑱
大
学
頭

林
述
斎
輯
『
佚
存
叢
書
』
の
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
刊
第
一
帙
に
も

収
め
ら
れ
る
。

　

本
書
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
漢
土
に
於
い
て
単
行
の
書
と
し
て
は
宋
末

元
初
に
散
佚
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
詩
自
体
は
古
く
は
北
宋
の
太
宗

の
勅
を
奉
じ
て
李
昉
等
が
編
纂
し
た
詩
文
集
『
文
苑
栄
華
』（
刊
刻
は
南

宋
の
喜
泰
四
年
（
一
二
〇
四
））
の
詩
部
に
約
四
十
首
が
散
収
さ
れ
、
明

清
期
で
も
詩
文
の
集
成
の
類
に
収
め
ら
れ
た
。
明
代
の
刊
本
で
は
後
代
の

拾
遺
と
目
さ
れ
る
李
嶠
の
別
集
『
李
嶠
集
』
三
巻
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
五

言
律
詩
の
項
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
⑲
明
刊
十
行
本
と
⑳
明
刊
九
行
活
字

本
が
あ
る
。
総
集
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
は
㉑
『
唐
人
小
集
』
本
、
㉒
『
唐

百
家
詩
』
本
、
㉓
『
唐
詩
二
十
六
家
』
本
、
㉔
『
唐
五
十
家
詩
集
』
本
、

㉕
『
李
趙
公
集
』
本
、
㉖
『
唐
詩
紀
』
本
、
㉗
『
唐
音
統
籤
』
本
が
あ
る
。

清
代
の
刊
本
で
は
㉘
『
藝
海
珠
塵
』
本
、
㉙
『
全
唐
詩
』
本
、
㉚
『
正
覚

楼
叢
刻
』
本
が
あ
る
。
ま
た
翻
案
に
は
本
邦
に
、
江
戸
中
期
の
詩
人
十
五

人
が
各
八
首
ず
つ
『
百
二
十
詠
』
詩
に
唱
和
し
た
㉛
正
徳
二
年
（
一
七
一

二
）
刊
公
弁
法
親
王
編
『
和
李
嶠
百
二
十
詠
』
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
本
は
個
々
に
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
池
田
利
夫
氏
、
胡
志

昂
氏
に
よ
れ
ば
、
大
別
し
て
古
鈔
本
系
、
明
刊
本
系
、
全
唐
詩
系
の
三
類

に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
但
し
そ
の
類
別
は
一
様
で
は
な
く
、

日
中
漢
籍
の
交
流
を
反
映
し
て
、
本
邦
の
鈔
本
や
刊
本
で
あ
っ
て
も
自
国

に
伝
存
す
る
古
鈔
本
に
拠
る
の
で
は
な
く
⑬
⑮
⑰
は
『
全
唐
詩
』
に
拠
り
、

清
の
刊
本
で
あ
っ
て
も
㉘
㉚
は
『
佚
存
叢
書
』
に
拠
る
な
ど
、
多
少
錯
綜

す
る
。



─ 389 ─

　

な
お
、
校
本
と
し
て
、
柳
瀬
喜
代
志
氏
『
李
嶠
百
二
十
詠
索
引
』（
東

方
書
店
、
一
九
九
一
年
）
が
あ
り
、
詩
句
本
文
の
み
で
あ
る
が
有
注
本
と

の
校
合
も
行
っ
て
い
る
。

三　
『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
つ
い
て

　

さ
て
、
こ
の
『
百
二
十
詠
』
の
有
注
本
、
即
ち
『
百
二
十
詠
詩
注
』
は
、

本
邦
で
は
古
く
『
中
右
記
』
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
九
月
六
日
条
に
言

及
が
見
え11

、
他
に
藤
原
敦
光
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』、
興
福
寺
蔵
の
唐
慧
沼

撰
『
因
明
義
断
』
裏
書
、
平
安
末
期
撰
者
未
詳
の
類
書
『
幼
学
指
南
鈔
』、

藤
原
清
輔
撰
『
奥
義
抄
』、
釈
信
阿
撰
『
和
漢
朗
詠
集
私
註
』『
新
楽
府
略

意
』
な
ど
に
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
藤
原
頼
長
『
台
記
』
康
治
二
年
（
一

一
四
三
）
九
月
廿
九
日
条
に
も
読
了
漢
籍
と
し
て
「
註
百
詠
一
巻
」
が
著

録
さ
れ
、
源
光
行
が
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
月
に
完
成
さ
せ
た
『
百

詠
和
歌
』
で
は
『
百
二
十
詠
』
の
詩
句
本
文
を
各
題
に
つ
き
二
句
引
き
、

詩
注
に
拠
っ
て
仮
名
注
を
記
し
、
和
歌
を
添
え
て
い
る
。

　
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
将
来
の
時
期
は
定
か
で
は
な
い
。『
日
本
紀
略
』

元
慶
七
年
（
八
八
三
）
六
月
十
日
条
に
文
徳
天
皇
が
東
宮
と
し
て
梨
本
院

に
御
し
た
際
に
、
清
内
雄
行
を
侍
読
に
し
て
『
孝
経
』
と
『
百
二
十
詠
』

を
学
ん
で
お
り
、
御
進
講
に
選
ば
れ
る
書
物
に
注
釈
書
の
存
在
も
想
像
し

た
く
な
る
が
、
こ
れ
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
八
九
一
年
頃
成
立
か
）

に
該
書
が
著
録
さ
れ
な
い
こ
と
が
失
当
と
な
る
。
次
い
で
幼
学
書
が
注
釈

書
を
必
備
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、『
口
遊
』
序
に
藤
原
誠
信
七
歳
の
天
禄

元
年
（
九
七
〇
）
に
門
下
の
書
生
を
師
と
し
て
『
百
二
十
詠
』
を
学
ん
だ

と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
、
恐
ら
く
該
書
は
こ
の
頃
ま
で
に
将
来
し
た
も
の

と
察
せ
ら
れ
る
。
時
代
が
下
れ
ば
『
百
二
十
詠
』
自
体
の
需
要
の
減
少
に

伴
っ
て
読
ま
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
該
書
は
少
な
く
と
も
中
古

か
ら
中
世
に
か
け
て
詩
句
本
文
を
解
す
る
た
め
に
、
或
い
は
故
事
集
成
と

し
て
の
類
書
的
利
用
の
た
め
に
、
和
漢
の
分
野
を
問
わ
ず
相
当
に
重
宝
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
百
二
十
詠
詩
注
』
は
無
注
本
と
同
様
に
佚
存
書
で
あ
り
、
現
在
は
本

邦
の
転
写
本
と
敦
煌
本
の
零
本
と
を
遺
す
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
本

は
敦
煌
本
を
除
い
て
、
何
れ
も
原
本
の
体
裁
に
遡
及
す
る
こ
と
が
不
可
能

な
ほ
ど
に
、
後
代
に
お
け
る
改
竄
や
増
補
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
体
、『
千

字
文
』
然
り
、『
蒙
求
』
然
り
、
幼
学
書
の
注
と
い
う
も
の
は
、
注
文
自

体
に
こ
れ
を
尊
重
せ
し
む
る
聖
性
は
な
い
よ
う
で
、
何
れ
も
書
写
者
の
実

用
的
な
要
求
に
よ
り
、
比
較
的
に
自
由
に
改
め
ら
れ
、
他
注
を
加
え
別
本

か
ら
補
い
、
増
補
さ
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
『
百
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二
十
詠
詩
注
』
の
伝
本
に
見
ら
れ
る
刪
補
は
一
通
り
で
な
く
、
詩
句
本
文

自
体
の
異
同
や
、
そ
の
本
文
毎
に
対
す
る
注
釈
、
更
に
は
類
書
的
機
能
の

充
実
と
い
う
意
図
も
加
わ
っ
て
、
複
雑
さ
を
極
め
て
い
る
。

　

伝
本
系
統
に
つ
い
て
は
、
嘗
て
山
崎
誠
氏
が
立
て
た
四
系
統
十
本
の
分

類
が
有
効
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
踏
襲
す
る
。
但
し
各
本
の
影
響
関
係
を

考
慮
し
て
一
部
順
序
を
変
え
、
更
に
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
所
得
本
の
一
本
を

加
え
た
い11

。（　

）
内
は
後
述
す
る
。

　

１ 

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
系

　
　
　

Ａ 

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本

　
　
　

Ｂ 

尊
経
閣
蔵
文
庫
本

　

２ 

天
理
図
書
館
蔵
本
系

　
　
　

Ｃ 

天
理
図
書
館
蔵
本

　
　
　

Ｄ 

神
田
喜
一
郎
氏
旧
蔵
甲
本

　
　
　

Ｅ 

田
中
教
忠
氏
旧
蔵
本

　
　
　

Ｆ 

神
田
喜
一
郎
氏
旧
蔵
乙
本
（
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
蔵
本
）

　
　
　

Ｇ 

禿
氏
祐
祥
氏
旧
蔵
本　
　
　
　

　

３ 

陽
明
文
庫
蔵
本
系

　
　
　

Ｈ 

陽
明
文
庫
蔵
本

　

４ 

敦
煌
古
籍
本
系

　
　
　

Ｉ 

ペ
リ
オ
所
得
本

　
　
　
Ｊ 

ス
タ
イ
ン
所
得
本

　
　
　

Ｋ 

オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
所
得
本

　

山
崎
誠
氏
は
こ
の
他
に
、
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦
残
存
典
籍

に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
八
年
）

が
『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
見
ら
れ
る
佚
文
を
拾
い
、
そ
の
底
本
と
し
て
「
李

嶠
雜
詠
一
百
二
十
首
注　

内
藤
湖
南
博
士
藏
舊
鈔
轉
寫
本
」
を
掲
げ
る
こ

と
に
着
目
し
、「
こ
の
他
に
、
現
在
存
否
不
明
な
が
ら
、
内
藤
湖
南
博
士

の
恭
仁
山
荘
に
、
古
鈔
転
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」
と
付
記

さ
れ
た
。

　

現
在
、
内
藤
湖
南
氏
の
蔵
書
は
子
息
伯
健
（
乾
吉
）
氏
の
蔵
書
と
、
そ

の
恭
仁
山
荘
と
と
も
に
関
西
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
内
藤
文
庫
を
形

成
す
る
。
詳
細
は
後
述
の
書
誌
に
記
す
が
、
同
文
庫
が
蔵
す
る
こ
の
所
謂

内
藤
湖
南
博
士
蔵
旧
鈔
転
写
本
を
見
る
に
、
奥
書
に
「
右
嘉
永
二
年
写
本

田
中
教
忠
所
蔵
」
と
あ
っ
て
、
田
中
教
忠
氏
蔵
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

写
本
の
転
写
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
奥
書
の
後
に
は
二
張
に
亙
る

識
語
が
あ
り
、
大
尾
に
「
壬
子
二
月
念
一
夕
於
燈
下（
隔
二
格
）香
嵓
稿
」



─ 391 ─

と
記
名
す
。
香
巌
と
は
神
田
信
醇
氏
（
一
八
五
三
―
一
九
一
八
）
の
号
で

あ
り
、
氏
は
神
田
喜
一
郎
氏
の
御
祖
父
で
あ
る
。
つ
ま
り
内
藤
文
庫
蔵
本

は
田
中
教
忠
氏
蔵
本
に
拠
っ
て
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
喜
一
郎

氏
の
御
祖
父
香
巌
氏
が
転
写
し
た
伝
本
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
は
嘗
て
喜
一
郎
氏
が
「『
李
嶠
百
詠
』
雑
考
」
に
於

い
て
紹
介
さ
れ
た
伝
本
で
、
以
後
確
認
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

以
上
に
拠
れ
ば
、
同
論
中
の
「（
上
略
）
田
中
忠
三
郎
氏
の
家
に
も
傳
つ

て
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
田
中
氏
の
本
は
、
そ
の
尊
人
教
忠
翁
の
在
世
の
時
代

に
、
わ
た
く
し
の
先
王
父
が
そ
れ
を
借
覽
し
て
、
一
本
を
寫
し
て
お
い
た
」

と
い
う
記
述
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
山
崎
氏
が
一
本
と
し
て

立
て
た
Ｆ
こ
そ
が
、
こ
の
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
蔵
本
で
あ
る
と
分

か
る
。

　

な
お
、
喜
一
郎
氏
が
同
本
を
含
め
て
二
本
を
蔵
す
る
と
記
し
た
同
論
は
、

典
籍
学
会
に
よ
り
一
九
四
九
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
一

輯
に
収
め
ら
れ
る
。
内
藤
湖
南
氏
は
一
九
三
四
年
六
月
に
鬼
籍
に
入
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
伝
本
を
湖
南
氏
旧
蔵
と
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

現
在
内
藤
文
庫
が
同
本
を
蔵
す
る
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
が
、
喜
一
郎
氏

か
ら
内
藤
伯
健
氏
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
後
に
内
藤
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
か
、

内
藤
文
庫
の
設
立
に
関
わ
っ
た
喜
一
郎
氏
か
ら
直
接
に
内
藤
文
庫
に
帰
し

た
か
、
何
れ
か
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。

　

神
田
喜
一
郎
氏
が
紹
介
し
た
他
三
本
、
Ｄ
Ｅ
Ｇ
に
つ
い
て
は
未
だ
所
在

が
知
れ
な
い
。
こ
れ
ら
と
敦
煌
古
籍
本
系
を
除
い
て
、
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
た
五
本
の
書
誌
を
次
章
に
記
そ
う
。

四　
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
伝
本
書
誌

〈
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵11

、
一
三
二
Ｘ
・
三
二
／
六
・
二
〉

　
　
　

百
二
十
詠
詩
注 

二
巻 

和
大　

合
一
冊　

　
　
　
　
　

唐
李
嶠
撰 

唐
張
庭
芳
注　

　
　
　
　
　
〔
室
町
〕
写　
　

　

無
地
淡
香
色
表
紙
（
二
十
四
・
五
×
十
七
・
五
糎
）、
上
下
二
冊
を
原

装
の
状
態
で
合
綴
す
。
上
冊
左
肩
に
後
補
白
色
題
簽
が
一
部
残
存
し
「（
上

部
闕
損
）
詠
［　

］
乾
」（
行
書
）
と
墨
書
す
。
下
冊
に
は
剥
落
痕
の
み
。

各
冊
表
紙
裏
打
に
朱
墨
両
様
の
訓
点
を
施
し
た
古
鈔
本
（
上
冊
後
表
紙
裏

打
の
左
肩
に
「
童
武
教
序
」
の
墨
書
あ
り
）
を
使
用
す
。

　

初
題
に
「
百
二
十
詠
詩
注
上
」、
次
行
よ
り
一
格
を
低
し
て
「
故
中
書

令
鄭
國
公
李
嶠
雜
詠
一
百
二
十
首
／
登
仕
郎
守
信
安
郡
博
士　

張
庭
芳　

詠
〈
并リ
レ
序
〉」（「
詠
」
字
は
「
註
」
の
誤
写
か
）
と
書
し
、
次
い
で
行
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頭
よ
り
張
庭
芳
の
「
巨
唐
天
寶
六
年
」（
七
四
七
）
序
が
続
く
。
序
後
二

行
残
し
て
次
張
に
移
り
、「
乾
象
十
首
〈
日
月
星
風
雲
／
煙
露
霧
雨
雪
〉」

よ
り
「
玉
帛
十
首
〈
珠
玉
金
銀
錢
／
錦
羅
綾
素
布
〉」
に
到
る
、
上
下
二

段
六
行
の
目
録
を
書
し
、
次
行
二
格
を
低
し
て
「
目
録
終
」
と
閉
じ
、
本

文
に
接
す
。
本
文
は
概
ね
門
目
、
題
目
、
詩
の
ま
と
ま
り
で
提
行
す
る
が
、

稀
に
直
下
に
続
く
。
各
巻
に
六
十
首
の
詩
注
あ
り
。

　

単
辺
烏
糸
欄
（
十
七
・
五
×
十
三
・
九
糎
）、
有
界
。
毎
半
張
八
行
、

行
十
九
字
。
注
小
字
双
行
。
白
行
を
以
て
版
心
に
代
え
る
。
墨
筆
に
て
仮

名
、
返
点
、
音
訓
合
符
を
加
え
、
さ
ら
に
欄
上
や
行
間
に
音
注
、
補
注
を

書
入
れ
る
。
ま
た
朱
筆
に
よ
る
句
点
や
朱
引
、
標
点
あ
り
。
こ
れ
ら
一
筆

か
。
一
部
削
去
あ
り
。
所
々
に
藍
色
不
審
紙
を
附
す
。

　

巻
下
首
題
に
「
百
二
十
詠
詩
註
下
」、
巻
上
尾
題
に
「
百
二
十
詠
詩
注

上
終
」、
大
尾
に
「
百
二
十
詠
注
下
終
」
と
書
す
。
各
冊
終
行
に
「
右
丁

数
四
十
二
丁
」
と
書
し
、
実
際
に
各
四
十
二
張
あ
り
。

　

各
冊
首
に
単
辺
長
方
陽
刻
「
慶
應
義
塾
圖
書
館
臧
」
朱
印
記
あ
り
。
該

本
に
は
伝
来
に
関
す
る
情
報
を
認
め
得
な
い
が
、
先
学
の
論
考
に
足
利
学

校
に
関
係
す
る
と
の
言
及
あ
り11

。

　

現
存
完
本
と
し
て
唯
一
の
古
鈔
本
で
あ
り
、
一
伝
本
系
統
の
古
態
を
完

全
に
残
す
。

　
　〈

尊
経
閣
文
庫
蔵11

〉

　
　
　

一
百
二
十
詠
詩
註 

存
一
巻 

和
大　

一
冊　

　
　
　
　
　

唐
李
嶠
撰 

唐
張
庭
芳
注

　
　
　
　
　
〔
室
町
末
〕
写 

前
田
綱
紀
旧
蔵

　

後
補
濃
緑
色
艶
出
表
紙
（
二
十
四
・
八
×
十
六
・
五
糎
）。
左
肩
に
打

付
け
に
て
「
詩
註
」（
行
書
）
と
朱
書
し
、
右
肩
に
「
滑
耀
〈
偽
書
〉」（
行

書
）
と
墨
書
す
。
前
副
二
張
、
後
副
一
張
。

　

初
題
に
「
一
百
二
十
詠
詩
註
上
」、
次
行
よ
り
一
格
を
低
し
て
「
故
中

書
令
鄭
國
公
李
嶠
雜
詠
一
百
二
十
首
／
登
仕
郎
守
信
安
郡
博
士　

張
庭
芳

註
〈
并
序
〉」
と
書
し
、
次
い
で
張
庭
芳
の
「
巨
唐
天
寶
六
年
」
序
が
続
く
。

序
後
二
行
空
け
て
次
張
に
移
り
、「
乾
象
十
首
〈
日
月
星
風
雲
／
煙
露
霧

雨
雪
〉」
よ
り
「
玉
帛
十
首
〈
珠
玉
金
銀
錢
／
錦
羅
綾
素
布
〉」
に
到
る
、

上
下
二
段
六
行
の
目
録
を
記
し
、
次
行
一
格
を
低
し
て
「
目
録
終
」
と
閉

じ
る
。
一
行
空
け
て
次
張
に
移
り
、
本
文
を
始
む
。
本
文
は
門
目
、
題
目
、

詩
の
ま
と
ま
り
で
提
行
す
。
巻
上
の
み
を
存
し
、
六
十
首
の
詩
注
あ
り
。

　

単
辺
烏
糸
欄
、
鼇
頭
本
（
上
層
高
さ
二
・
九
糎
、
下
層
十
九
・
一
×
十

三
・
九
糎
）、
有
界
。
毎
半
張
八
行
、
行
二
十
字
。
注
小
字
双
行
。
第
八

張
ま
で
楷
書
体
で
、
注
は
行
頭
に
到
る
と
半
格
を
低
す
。
第
九
張
よ
り
別
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筆
で
行
書
体
、
注
は
行
頭
に
到
っ
て
も
半
格
を
低
さ
ず
。
版
心
は
白
行
を

以
て
代
え
る
。
墨
筆
に
て
仮
名
、
返
点
、
音
訓
合
符
を
加
え
、
欄
上
や
行

間
に
音
注
や
補
注
を
書
入
れ
る
。
ま
た
朱
筆
に
よ
る
句
点
、
圏
点
、
朱
引
、

稀
に
仮
名
、
補
注
あ
り
。

　

尾
題
は
本
文
に
行
を
接
し
て
「
百
二
十
詠
註
上
終
」
と
書
す
。
巻
上
の

み
の
四
十
一
張
。

　

前
副
第
一
張
裏
右
肩
に
、「
此
第
二
行
ニ
事
林
廣
記
ヲ
引
申
候
」
と
書

す
る
白
色
の
附
箋
を
貼
附
す
。
巻
頭
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
前
田
氏
／
尊
經

閣
／
圖
書
記
」
朱
印
記
、
単
辺
方
形
陽
刻
「
尊
經
／
閣
章
」
朱
印
記
あ
り
。

　

新
補
の
書
袋
あ
り
て
、
表
右
方
に
「
松
雲
公
題
冊
皮
云
滑
耀
偽
書
」、

中
央
に
「
一
百
二
十
詠
詩
註
巻
上
［　

］
一
冊
」
と
墨
書
す
。
太
田
晶
二

郎
氏
の
解
題
に
、
濃
緑
色
の
表
紙
に
言
及
し
て
「
コ
ハ
松
雲
公
前
田
綱
紀

ノ
時
代
ニ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ノ
ゴ
ト
シ
」
と
し
、
さ
ら
に
打
付
墨
書
の
外
題

等
に
関
し
て
「
コ
レ
ラ
ハ
松
雲
公
ノ
手
書
ニ
係
ル
。
滑
耀
ト
ハ
、
公
ガ
蔵

書
ヲ
品
評
シ
テ
区
分
配
属
シ
タ
ル
所
ノ
数
種
ノ
叢
書
ノ
一
ナ
リ
（
荘
子
ノ

「
滑
疑
之
耀
」
ニ
取
ル
）」
と
す
。
ま
た
氏
は
前
副
第
一
張
裏
に
貼
付
さ
れ

た
附
箋
に
つ
い
て
、
も
と
は
第
十
九
張
裏
の
注
第
一
行
末
よ
り
引
用
す
る

『
事
林
広
記
』
に
添
付
せ
ら
れ
し
も
の
で
「
此
ハ
松
雲
公
ノ
家
臣
ノ
考
勘
」

で
あ
る
と
推
察
す
。

  　〈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵11

、
九
二
一
・
イ
三
〉

　
　
　

一
百
二
十
詠
詩
註 

二
巻 

和
大　

一
冊　

　
　
　
　
　

唐
李
嶠
撰 

唐
張
庭
芳
注

　
　
　
　
　
〔
近
世
後
期
〕〔
東
坊
城
〕
任
長
写 

佐
佐
木
信
綱
旧
蔵　
　

　

原
装
無
地
淡
茶
色
表
紙
（
二
十
七
・
二
×
十
九
・
五
糎
）。
左
肩
に
打

付
け
に
て
「
一
百
二
十
詠
詩
」（
楷
書
）、
同
筆
に
て
右
肩
に
「
四
十
八

〈
白
〉」
と
墨
書
す
。
紙
縒
綴
。
表
紙
と
同
紙
の
包
角
あ
り
。

　

初
題
に
「
一
百
二
十
詠
詩
註
上
」、
次
行
よ
り
「（
低
一
格
）
故
中
書
令

鄭
國
公
李
嶠
雜
詠
百
二
十
首
／
（
低
三
格
）
登
仕
郎
守
信
安
郡
博
士
張
庭

芳
註
〈
并
序
〉」
と
書
し
、
次
い
で
行
頭
よ
り
張
庭
芳
の
「
巨
唐
天
寶
六

年
」
序
が
続
く
。
序
後
六
行
空
け
て
次
張
に
移
り
、
以
下
三
格
を
低
し
て

「
乾
象
十
首
〈
日
月
星
風
雲
／
煙
露
霧
雨
雪
〉」
よ
り
「
玉
帛
十
首
〈
珠
玉

金
銀
錢
／
錦
羅
綾
素
布
〉」
に
到
る
、
一
行
に
門
目
と
題
目
を
併
記
し
た

十
二
行
の
目
録
を
書
し
、
本
文
に
接
す
。
本
文
は
一
格
を
低
し
て
先
ず
門

目
、
提
行
し
て
同
様
に
題
目
、
次
い
で
行
頭
か
ら
詩
を
記
す
。
各
巻
に
六

十
首
の
詩
注
あ
り
。

　

罫
紙
使
用
。
毎
半
張
四
周
双
辺
（
二
十
・
八
×
十
五
・
一
糎
）、
有
界
。

十
行
、
行
二
十
字
。
注
小
字
双
行
。
底
本
の
虫
損
を
も
忠
実
に
模
写
す
。
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版
心
は
上
下
無
辺
で
、
上
方
に
双
辺
黒
魚
尾
、
下
方
に
二
重
の
横
界
を
引

き
、
界
下
に
「
迎
陽
舘
」
と
刻
す
。
全
六
十
七
張
。
後
副
一
張
あ
り
。

　

巻
下
初
行
（
三
十
四
張
裏
、
第
八
行
）
に
「
同
詠
註
下　

登
仕
郎
守
信

安
郡　

博
士
張
庭
芳　

註
」、
巻
上
に
尾
題
な
く
、
大
尾
に
「
百
二
十
詠
終
」

と
書
す
。
尾
題
後
一
行
空
け
て
、
本
文
と
同
筆
に
て
「（
低
二
格
）
旹
延

德
第
二
〈
上
章
／
閹
茂
〉
沽
洗
下
浣
書
之
／
（
以
下
低
三
格
）
右
依
仁
融

竪
者
之
嚴
命
令
謄
書
者
也
以
無
點
／
之
本
加
愚
推
之
筆
點
之
条
後
見
被
改

正
者
多
／
幸
々
々
（
隔
十
一
格
）
松
林
」
と
書
す
。
こ
の
本
奥
書
に
よ
っ

て
、
該
本
の
祖
本
が
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
三
月
下
旬
に
釈
仁
融
の
命

に
よ
り
松
林
な
る
者
（
僧
か
）
が
書
写
し
た
も
の
と
分
か
る
。

　

該
本
は
墨
筆
に
て
序
と
巻
頭
欄
上
に
補
注
を
書
入
れ
る
。
ま
た
朱
筆
に

て
、
序
に
異
本
注
記11

を
、
序
か
ら
第
七
張
ま
で
に
句
点
、
補
写
、
一
部
校

注
を
書
入
れ
て
、
稀
に
声
点
を
附
し
、
更
に
序
後
一
格
を
低
し
て
、
次
の

よ
う
な
小
字
双
行
の
校
合
識
語
を
記
す
。「
一
日
観
昆
陽
漫
録
々
中
有
斯

序
文
一
校
加
朱
字
了
／
文
久
紀
元
小
春
中
旬
（
隔
四
格
）
朝
散
大
夫
任
長
」。

任
長
と
は
東
坊
城
任
長
（
一
八
三
八
―
八
六
）
で
あ
り
、
文
久
元
年
（
一

八
六
一
）
十
月
中
旬
に
青
木
昆
陽
（
一
六
九
八
―
一
七
六
九
）
の
著
し
た

『
昆
陽
漫
録
』（
巻
四
）
所
引
張
庭
芳
序
に
拠
っ
て
校
合
を
行
っ
た
と
い
う
。

ま
た
朱
筆
は
一
部
巻
頭
欄
上
に
も
及
び
、
そ
こ
に
「
聡
案
部
下
題
下
等
注
、

非
張
庭
芳
注
、
出
本
朝
人
手
明
矣
。
下
效
之
」（
原
白
文
）
と
い
う
批
注

も
見
え
る
。
こ
れ
ら
任
長
の
書
入
は
本
文
同
筆
で
あ
り
、
本
書
が
任
長
の

書
写
に
拠
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
加
え
て
罫
紙
柱
書
の
蔵
版
名
「
迎

陽
舘
」
は
、
東
坊
城
秀
長
（
一
三
三
八
―
一
四
一
一
）
の
日
記
を
『
迎
陽

記
』
と
い
う
よ
う
に
、
東
坊
城
家
ゆ
か
り
の
名
称
を
用
い
た
も
の
で
、
こ

れ
も
ま
た
任
長
書
写
で
あ
る
こ
と
を
補
強
し
よ
う
。

　

該
本
は
佐
佐
木
信
綱
氏
旧
蔵
で
、
前
表
紙
裏
に
単
辺
二
層
楕
円
陽
刻
の

ゴ
ム
印
が
捺
さ
れ
「
昭
和
廿
三
年
三
月
五
日
」
の
日
付
が
あ
っ
て
、
天
理

図
書
館
に
帰
し
た
年
時
が
分
か
る
。
巻
首
巻
尾
に
単
辺
陽
刻
長
方
「
天
理

圖
／
書
館
臧
」
朱
印
記
あ
り
。

　
〈
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
蔵11

、
Ｌ
二
一
・
三
・
一
八
九
九
〉

　
　
　

一
百
二
十
詠
詩
注 

二
巻 

和
大　

一
冊　

　
　
　
　
　

唐
李
嶠
撰 

唐
張
庭
芳
注

　
　
　
　
　

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）〔
神
田
〕
香
巌
（
信
醇
）
写 

　
　
　
　
　
　

拠
田
中
教
忠
蔵
嘉
永
二
年
写
本
転
写 

神
田
喜
一
郎
旧
蔵

　

原
装
本
文
共
紙
三
重
袋
綴
表
紙
（
二
十
七
・
〇
×
十
九
・
五
糎
）、
反

故
紙
を
使
用
す
。
左
肩
に
打
付
に
て
「
唐
李
嶠
單
提
詩
百
二
十
首
」（
行
書
）

と
墨
書
。
紙
縒
綴
。
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初
題
に
「
一
百
二
十
詠
詩
注
上
」、
次
行
よ
り
「（
低
二
格
）
故
中
書
令

鄭
國
公
李
嶠
雜
詠
百
二
十
首
／
（
低
五
格
）
登
仕
郎
守
信
安
郡
博
士
張
庭

芳
注
〈
并
〉
序
」
と
書
し
、
次
い
で
行
頭
よ
り
張
庭
芳
の
「
巨
唐
天
寶
六

年
」
序
が
続
く
。
序
に
接
行
し
て
以
下
二
格
を
低
し
「
乾
象
十
首　
〈
日

月
星
風
雲
𤇆
露
霧
雨
雪
〉」
よ
り
「
玉
帛
十
首　
〈
珠
玉
金
銀
錢
錦
羅
綾
素

布
〉」
に
到
る
、
一
行
に
門
目
と
題
目
を
記
し
た
十
二
行
の
目
録
を
書
し
、

本
文
に
接
す
。
本
文
は
先
ず
門
目
、
提
行
し
て
題
目
、
そ
の
直
下
に
詩
を

記
す
。
巻
上
に
六
十
首
、
巻
下
に
五
十
九
首
の
詩
注
あ
り
。

　

無
辺
（
字
面
二
十
一
・
七
×
十
四
・
〇
糎
内
外
）、
無
界
。
十
二
行
、

行
二
十
九
字
。
注
は
小
字
で
右
寄
り
に
記
す
。
序
の
み
十
行
、
行
二
十
二

字
。
朱
筆
に
て
第
三
張
上
層
に
「
朱
書
全
／
唐
詩
所
／
載
以
下
／
皆
同
シ
」

の
校
合
識
語
あ
り
て
、
実
際
に
朱
筆
に
て
詩
句
本
文
右
傍
に
『
全
唐
詩
』

所
収
『
百
二
十
詠
』
と
の
異
同
を
書
す
。
ま
た
同
本
は
居
処
部
「
樓
」
詩

一
首
を
闕
き
、
故
に
次
の
「
橋
」
詩
の
上
層
に
、
朱
筆
に
て
『
全
唐
詩
』

所
収
「
樓
」
詩
一
首
を
転
写
す
。
全
五
十
二
張
。

　

巻
下
初
行
（
二
十
九
張
表
）
に
「
李
嶠
百
二
十
詠
注
〈
下
〉」、
巻
上
に

尾
題
な
く
大
尾
に
「
百
二
十
詠
〈
下
終
〉」
と
題
す
。
尾
題
後
一
格
を
低

し
て
「
旹
延
德
第
二
〈
上
章
／
閹
茂
〉
沽
洗
下
浣
書
之
／
右
依
仁
融
竪
者

之
嚴
命
令
謄
書
者
也
以
無
點
之
本
加
愚
推
之
筆
點
之
条
後
見
被
／
改
正
者

多
幸
々
々
（
隔
十
二
格
）
松
林
」
と
本
奥
書
あ
り
。
次
い
で
二
行
空
け
て

行
頭
よ
り
「
右
嘉
永
二
年
写
本
田
中
教
忠
所
蔵
冩
手
粗
惡
魯
魚
頗
多
姑
従

原
本
／
他
日
若
得
觀
善
本
則
當
加
校
訂
也
」
と
識
語
あ
り
。
こ
れ
に
よ
り

該
本
は
天
理
本
と
同
じ
く
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
三
月
下
旬
に
釈
仁
融

の
命
に
よ
り
松
林
な
る
者
が
写
し
た
臨
写
本
を
祖
と
し
、
こ
れ
を
嘉
永
二

年
（
一
八
四
九
）
に
移
写
し
た
田
中
教
忠
所
蔵
本
を
、
更
に
転
写
し
た
も

の
で
あ
る
と
分
か
る
。
し
か
し
該
本
に
は
田
中
本
の
識
語
が
見
ら
れ
ず
、

同
本
を
嘉
永
二
年
写
本
と
す
る
根
拠
は
定
か
で
は
な
い
。
該
本
は
こ
の
奥

書
に
続
け
て
、
張
を
改
め
て
二
張
の
識
語
を
記
す
。
先
ず
箇
条
書
き
で
『
源

平
盛
衰
記
』『
中
右
記
』『
日
本
国
見
在
書
目
録
』『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』『
唐

才
子
伝
』『
宋
史
』
藝
文
志
に
見
ら
れ
る
『
百
二
十
詠
』
関
連
の
記
述
を

各
本
毎
に
摘
録
し
、
次
い
で
無
注
本
に
伝
嵯
峨
天
皇
宸
翰
本
、
田
中
教
忠

氏
蔵
建
治
本
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
更
に
『
佚
存
叢
書
』『
全
唐
詩
』

に
『
百
二
十
詠
』
を
収
め
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
最
後
に
『
郡
斎
読
書
志
』

の
解
題
を
抜
書
す
。
次
い
で
一
行
空
け
て
以
下
一
格
を
低
し
て
、『
百
二

十
詠
』
の
考
証
が
岡
本
保
孝
（
一
七
九
七
─
一
八
七
八
）
の
『
難
波
江
』

巻
二
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
伝
嵯
峨
天
皇
宸
翰
本
が
『
書
苑
』
に
掲
載
さ
れ

る
こ
と
、
該
本
の
注
文
に
『
太
平
御
覧
』『
事
林
広
記
』
等
の
引
用
が
見

え
、
注
が
偽
作
と
察
せ
ら
れ
る
こ
と
、
無
注
本
の
田
中
教
忠
蔵
建
治
本
に
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本
書
と
同
じ
張
庭
芳
序
が
あ
る
た
め
、
建
治
の
頃
に
は
既
に
注
序
の
み
が

存
し
て
張
注
が
散
佚
し
て
い
た
と
推
知
さ
れ
る
こ
と
を
記
す
。
次
い
で
一

行
空
け
て
三
格
を
低
し
「
壬
子
二
月
念
一
夕
於
燈
下（
隔
二
格
）香
嵓
稿
」

と
記
名
す
。
こ
の
「
壬
子
」
は
明
治
四
十
五
年
で
あ
る
。
香
嵓
と
は
神
田

香
巌
氏
で
あ
り
、
名
は
信
醇
、
字
は
子
醇
、
香
巌
は
号
で
あ
る
。
詩
を
江

馬
天
江
に
、
書
を
上
竹
潭
に
学
び
、
京
都
帝
室
博
物
館
学
芸
委
員
を
務
め

た
。
神
田
喜
一
郎
氏
は
御
令
孫
に
当
た
る
。
田
中
教
忠
氏
は
香
巌
氏
か
ら

見
て
京
都
帝
室
博
物
館
学
芸
委
員
の
先
輩
に
当
た
り
、
両
人
に
は
深
い
親

交
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
〈
陽
明
文
庫
蔵
、
近
・
チ
・
二
五
〉

　
　
　

註
百
詠
〈
上
之
下
〉 

一
巻 
和
半　

一
冊　

　
　
　
　
　

唐
李
嶠
撰 

闕
名
者
注

　
　
　
　
　
〔
室
町
末
〕
写 

調
御
寺
旧
蔵　
　

　

原
装
無
地
淡
茶
色
表
紙
（
二
十
三
・
九
×
十
六
・
一
糎
）。
左
肩
に
打

付
に
て
「
註
百
詠
」
と
墨
書
す
。
後
表
紙
に
消
息
の
反
故
を
使
用
す
。
表

紙
裏
中
央
に
戯
書
（『
万
葉
集
』
巻
四
所
収
の
坂
上
大
嬢
一
首
737
）
あ
り
。

前
副
一
張
あ
り
て
、
表
に
戯
書
三
行
（『
古
今
事
文
類
聚
』
後
集
狼
部
の

摘
録
）
あ
り
。
裏
に
各
一
行
で
嘉
樹
十
首
、
霊
禽
十
首
、
祥
獣
十
首
の
門

目
と
題
目
を
大
書
す
。

　

初
題
に
「
註
百
詠
〈
上
之
下
〉」、
二
格
隔
て
て
「
大
方
菴
常
住
也
」（
未

詳
）
と
書
す
。
ま
た
下
方
綴
目
付
近
、
所
謂
ノ
ド
に
小
字
に
て
「
李
喬
注
」

と
書
す
。
本
文
は
半
格
を
低
し
て
門
目
、
提
行
し
て
一
格
を
低
し
て
題
目

を
記
し
、
詩
本
文
は
行
頭
か
ら
記
す
。
三
十
首
の
み
の
零
冊
に
し
て
、
も

と
四
冊
の
内
の
一
冊
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

無
辺
（
字
面
十
九
・
五
×
十
二
・
〇
糎
内
外
）、
無
界
。
毎
半
張
五
行
、

行
十
六
字
内
外
。
注
小
字
双
行
、
行
二
十
字
内
外
。
注
は
門
下
に
無
く
、

題
下
注
は
次
行
に
及
ぶ
と
二
格
を
低
し
て
始
む
。
句
下
挟
注
。
版
心
は
上

方
に
間
隔
を
空
け
て
横
界
を
二
本
引
き
、
其
の
間
に
張
数
を
記
す
。
全
四

十
一
張
。

  

墨
筆
に
て
仮
名
、
返
点
、
音
訓
合
符
を
加
え
、
同
筆
に
て
上
層
や
行
間

に
補
注
、
異
本
注
記
を
書
入
れ
る
。
ま
た
朱
筆
に
て
第
二
十
八
張
表
よ
り

第
三
十
一
張
裏
に
到
る
ま
で
返
点
、
圏
点
、
朱
引
を
書
入
れ
、
第
三
十
八

張
に
補
写
を
加
え
る
。

　

尾
題
は
「
註
百
詠
〈
上
之
下
〉」
と
書
し
、
同
行
下
方
に
「
實
儁
」（
未

詳
）
と
署
す
。
尾
張
裏
中
央
に
「
堺
南
庄
調
御
寺　

玖
貮
者
也
」
の
伝
領

記
あ
り
。
調
御
寺
は
も
と
堺
市
宿
院
町
東
三
丁
字
寺
町
に
あ
っ
た
法
華
宗

真
門
流
本
隆
寺
末
寺
で
あ
る
。
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該
本
は
誤
字
や
訓
点
の
誤
り
が
夥
し
く
、
学
僧
に
よ
る
書
写
と
は
考
え

難
い
。

五　
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
伝
本
概
要

　

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
系
は
、
唐
張
庭
芳
序
を
有
す
る
伝
本
中
、
最
も

古
態
を
存
す
る
伝
本
群
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
（
以
下
慶
應
本
）

と
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
以
下
前
田
本
）
が
あ
り
、
両
本
は
殆
ど
本
文
が
一

致
し
、
略
字
や
異
体
字
ま
で
概
ね
同
じ
く
す
る
。
と
も
に
室
町
期
の
写
本

と
推
定
さ
れ
、
慶
應
本
の
方
が
書
写
年
代
が
古
い
。
両
本
に
は
僅
か
に
異

同
が
あ
り
、
前
田
本
に
於
け
る
慶
應
本
と
の
異
同
箇
所
に
は
右
傍
や
辺
欄

上
に
異
本
注
記
を
施
し
て
、
そ
こ
に
慶
應
本
本
文
と
同
字
を
掲
げ
る
も
の

が
あ
る
。
例
え
ば
、
霊
禽
部
「
鳳
」
詩
第
三
句
下
注
に
見
る
慶
應
本
の
「
歸

命
」
に
対
し
て
、
前
田
本
は
「
包
命
」
に
作
り
、
包
字
右
傍
に
「
歸
イ
」

と
記
す
。
し
か
し
こ
の
異
本
が
即
ち
慶
應
本
で
な
い
こ
と
は
、
同
部
「
鳧
」

詩
第
四
句
下
注
に
見
る
「
有
飛
鳧
引
」
と
い
う
本
文
が
両
本
同
文
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
前
田
本
が
引
字
右
傍
に
「
イ
歌
也
」
と
注
す
る
こ
と
で

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
両
本
の
書
入
に
注
目
す
る
と
、
総
数
は
前
田
本
の

方
が
多
く
、
幾
つ
か
は
全
く
重
な
る
。
同
文
の
書
入
は
少
な
く
と
も
一
方

の
そ
れ
が
転
写
に
拠
る
こ
と
を
意
味
し
、
両
本
に
見
ら
れ
る
独
自
異
文
の

存
在
は
直
接
の
転
写
関
係
に
な
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
書
写
年
代
か
ら

推
し
て
、
少
な
く
と
も
前
田
本
の
同
文
の
書
入
は
転
写
と
い
え
よ
う
。
或

い
は
異
本
と
の
校
合
の
際
に
混
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
両
本
は
祖
を

同
じ
く
す
る
極
め
て
近
い
伝
本
で
、
前
田
本
は
慶
應
本
に
近
い
伝
本
に
よ
っ

て
校
合
を
行
い
、
書
入
に
も
転
写
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

  

天
理
図
書
館
蔵
本
系
は
、
唐
張
庭
芳
序
を
有
し
、
更
に
延
徳
二
年
（
一

四
九
〇
）
の
奥
書
を
も
併
せ
も
つ
伝
本
群
で
あ
る
。
天
理
図
書
館
蔵
本
（
以

下
天
理
本
）
以
外
の
四
本
は
、
神
田
喜
一
郎
氏
が
嘗
て
論
文
中
に
紹
介
さ

れ
た
も
の
で
、
現
在
一
本
を
除
い
て
そ
の
所
在
は
知
れ
な
い
。
四
本
と
は

即
ち
神
田
喜
一
郎
氏
旧
蔵
甲
本
（
以
下
神
田
甲
本
）、
同
旧
蔵
乙
本
（
以

下
神
田
乙
本
）、
田
中
教
忠
氏
旧
蔵
本
（
以
下
田
中
本
）、
禿
氏
祐
祥
氏
旧

蔵
本
（
以
下
禿
氏
本
）
で
あ
る
。

　

天
理
本
の
書
誌
は
前
述
し
た
の
で
重
ね
な
い
。
神
田
甲
本
は
喜
一
郎
氏11

が
「
古
書
肆
に
獲
た
」
と
い
う
一
本
で
、
氏
に
よ
れ
ば
同
本
は
延
徳
二
年

の
本
奥
書
に
次
い
で
「
嘉
永
二
年
季
秋
令
傭
書
寫
誤
所
々
以
墨
訂
之
蟲
損

破
裂
之
所
或
衆
評
或
愚
案
注
于
傍
其
難
決
者
後
日
可
補
之
此
書
合
中
御
門

右
府
御
記
則
注
于
左
可
尊
重
也
」
と
書
し
、『
中
右
記
』
寛
治
六
年
九
月

六
日
条
の
抄
出
を
挟
ん
で
「
本
書
頗
大
本
半
枚
九
行
也
依
新
紙
拂
底
爲
八
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行
寫
之
頗
似
自
由
」
と
記
す
と
い
う
。
こ
の
書
写
識
語
に
よ
れ
ば
嘉
永
二

年
（
一
八
四
九
）
に
何
者
か
が
延
徳
二
年
写
本
を
転
写
さ
せ
た
こ
と
に
な

る
。
氏
に
よ
れ
ば
同
本
は
「
そ
の
嘉
永
本
を
更
に
転
写
し
た
も
の
」
で
あ

る
と
い
う
。

　

神
田
乙
本
は
前
述
の
通
り
、
神
田
香
巌
氏
に
よ
る
田
中
教
忠
氏
旧
蔵
嘉

永
二
年
写
本
の
転
写
本
で
、
現
在
は
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
に
蔵
さ

れ
る
。
そ
の
親
本
と
目
さ
れ
る
田
中
本
は
喜
一
郎
氏
が
神
田
乙
本
の
存
在

か
ら
「
田
中
忠
三
郎
氏
（
教
忠
氏
三
男
）
の
家
に
も
傳
つ
て
ゐ
る
筈
で
あ

る
」
と
推
定
さ
れ
た
伝
本
で
あ
り
、
禿
氏
本
は
喜
一
郎
氏
が
「
禿
氏
祐
祥

氏
も
同
じ
一
本
を
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
聞
い
て
ゐ
る
」
と
伝
聞
し
た
伝
本

で
あ
る
。
つ
ま
り
天
理
本
系
は
延
徳
二
年
の
奥
書
を
有
す
る
天
理
本
と
、

更
に
嘉
永
二
年
の
奥
書
を
も
有
す
る
神
田
甲
本
、
同
じ
く
嘉
永
二
年
本
と

察
せ
ら
れ
る
田
中
本
と
、
そ
の
転
写
で
あ
る
神
田
乙
本
（
関
西
大
本
）、

更
に
こ
れ
ら
と
同
系
と
伝
え
ら
れ
る
禿
氏
本
に
よ
り
な
る
。

　

こ
の
内
、
天
理
本
は
慶
應
本
と
概
ね
体
裁
を
同
じ
く
し
、
遡
れ
ば
祖
を

同
じ
く
す
る
伝
本
と
い
え
る
。
但
し
両
本
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に

独
自
異
文
も
存
在
し
、
文
字
の
異
同
も
夥
し
い
。
異
同
箇
所
を
見
る
と
、

天
理
本
の
表
記
に
は
間
々
典
拠
と
一
致
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し

そ
れ
は
同
本
の
正
し
さ
を
裏
付
け
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
同
本
が
典

拠
に
遡
っ
て
百
詠
原
注
の
表
記
を
改
竄
し
て
い
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
。
な

ぜ
な
ら
天
理
本
は
、
霊
禽
部
「
鳳
」
詩
の
題
目
に
対
す
る
慶
應
本
の
「
格

物
論
」
引
用
の
欄
上
書
入
を
、
そ
の
題
下
注
に
正
文
化
し
て
取
り
入
れ
る11

な
ど
、
本
文
の
便
宜
上
の
改
変
に
積
極
性
を
見
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
敦
煌
本
を
除
い
た
百
二
十
詠
詩
注
の
伝
本
に
後
代
の
改
竄
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
れ
は
特
に
門
下
注
や
題
下
注
に
顕
著
で

あ
り
、
同
箇
所
は
原
注
に
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理

由
に
は
、
先
ず
体
裁
の
不
統
一
が
挙
げ
ら
れ
る
。
慶
應
本
と
天
理
本
に
は

芳
草
、
嘉
樹
、
霊
禽
、
祥
獣
、
服
玩
、
文
物
、
武
器
、
玉
帛
に
門
下
注
が

無
く
、
題
下
注
も
ま
た
十
行
を
超
え
る
も
の
か
ら
一
行
に
満
た
な
い
も
の

ま
で
長
短
の
差
が
激
し
い
。
全
く
系
統
の
異
な
る
陽
明
文
庫
本
に
到
っ
て

は
門
下
注
が
無
く
、
題
下
注
も
他
系
統
と
内
容
が
異
な
り
、「
柳
」「
鳧
」

「
鶯
」「
燕
」「
雀
」
詩
に
は
題
下
注
さ
え
無
い
。
次
に
同
箇
所
の
本
文
が

後
代
の
類
書
や
甚
だ
し
き
に
到
っ
て
は
本
邦
の
類
書
に
拠
っ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
慶
應
本
と
天
理
本
の
同
箇
所
で
は
『
太
平
御
覧
』（
北

宋
の
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
成
立
。
李
昉
等
奉
勅
撰
）、『
古
今
合
壁

事
類
備
要
』（
南
宋
の
宝
祐
五
年
（
一
二
五
七
）
成
立
。
謝
維
新
等
撰
）、

『
事
林
広
記
』（
元
初
成
立
か
。
陳
元
靚
撰
）、『
和
名
類
聚
抄
』（
承
平
四

年
（
九
三
四
）
頃
成
立
。
源
順
撰11

）
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
明
か
な
増
補
部
分
を
も
っ
て
、
慶
應
本
と
天
理
本
と
を
比
べ
る
と
、

一
部
字
句
の
異
同
や
僅
か
な
独
自
異
文
こ
そ
認
め
ら
れ
る
も
の
の
（
例
え

ば
、
天
理
本
は
乾
象
部
「
日
」
詩
の
題
下
注
に
於
い
て
『
和
名
類
聚
抄
』

に
拠
っ
て
『
日
本
紀
』
を
引
用
す
る
が
、
慶
應
本
に
同
文
を
見
な
い
。）、

殆
ど
本
文
を
同
じ
く
す
る
。
本
邦
の
類
書
の
引
用
ま
で
同
じ
く
す
る
こ
の

増
補
部
分
の
一
致
こ
そ
両
本
が
祖
を
同
じ
く
す
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
の
証

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
と
幾
分
異
な
る
の
が
神
田
乙
本
（
関
西
大
本
）
で
あ
る
。
天
理

本
と
闕
字
部
分
（
祖
本
の
虫
損
箇
所
）
が
重
な
り
、
更
に
「
日
」
詩
題
下

注
に
『
日
本
紀
』
を
引
用
す
る
な
ど
、
紛
れ
も
な
く
天
理
本
系
統
の
特
色

を
備
え
て
い
る
。
但
し
端
的
に
言
っ
て
神
田
乙
本
は
天
理
本
の
本
文
を
刪

改
す
る
こ
と
甚
だ
し
い
。

　

慶
應
・
天
理
・
陽
明
文
庫
本
系
の
伝
本
は
間
々
「
一
本
曰
」
と
し
て
他

注
を
取
合
わ
せ
る
。
こ
れ
が
諸
本
の
注
の
関
係
を
さ
ら
に
複
雑
に
さ
せ
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
述
す
る
と
し
て
、
神
田
乙
本
は
こ
れ
を
坤
儀
部

「
道
」
詩
の
句
下
注
に
僅
か
に
二
例
を
見
る
の
み
で
、
本
文
中
か
ら
刪
去
し
、

原
注
と
一
本
注
と
を
そ
の
ま
ま
列
ね
た
り
、
或
い
は
両
注
を
取
捨
し
た
り

す
る
。
例
え
ば
、
天
理
本
の
芳
草
部
「
蘭
」
詩
の
第
四
句
下
注
末
に
見
る

「
楚
琴
有
幽
蘭
白
雪
曲
也
」、
第
八
句
下
注
末
に
見
る
「
一
本
王
羲
之
會
于

會
稽
山
陰
之
蘭
亭
也
」
は
、
神
田
乙
本
に
は
見
な
い
。
同
じ
く
天
理
本
の

同
部
「
竹
」
詩
の
第
二
句
下
注
末
に
見
る
「
一
本
秋
西
方
金
菊
是
金
精
九

月
九
日
花
開
泛
酒
」
も
神
田
乙
本
に
は
見
え
ず
、
同
第
四
句
下
注
で
は
天

理
本
の
「
陶
淵
明
以
菊
泛
酒
也
一
本
陶
潛
詩
曰
秋
菊
有
佳
色
裛
露
掇
其
英

泛
此
忘
憂
物
其
山
上
有
大
菊
洛
水
從
山
流
下
得
其
滋
液
谷
中
三
十
餘
家
飮

此
水
上
壽
百
二
十
其
中
年
亦
七
十
八
十
也
」
と
い
う
注
文
に
対
し
て
、
神

田
乙
本
は
傍
線
部
の
み
を
取
っ
て
い
る
。
一
本
注
が
な
い
こ
と
は
他
注
取

合
わ
せ
の
以
前
の
姿
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
天
理

本
本
文
は
祖
を
同
じ
く
す
る
慶
應
本
本
文
と
同
文
で
あ
り
、
天
理
本
が
単

独
で
増
益
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
神
田
乙
本
に
も
「
一
本
曰
」
が
二

例
残
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
同
本
が
意
図
的
に
刪
改
し
た
と
見

な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
神
田
乙
本
の
刪
改
が
何
に
基
づ
く
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
当

然
親
本
で
あ
る
嘉
永
二
年
写
の
田
中
本
も
こ
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
る
こ
と

に
な
り
、
神
田
氏
は
神
田
甲
本
を
乙
本
と
「
全
く
内
容
を
同
じ
く
す
る
一

本
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
神
田
甲
本
も
ま
た
同
じ
体
裁
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
神
田
乙
本
に
つ
い
て
は
、
田
中
本
の
転
写
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
な
が
ら
、
田
中
本
が
嘉
永
二
年
写
本
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
写

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
特
徴
的
な
写
式
と
と
も
に
そ
の
書
写
に
は
些
か
疑
問
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が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
畢
竟
、
神
田
乙
本
の
素
性
は
親
本
で
あ
る
田
中

本
の
出
現
を
待
た
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
も
し
神
田

乙
本
が
嘉
永
二
年
写
本
の
姿
を
保
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
嘉
永
二
年
写
本

は
天
理
本
成
立
の
下
限
と
な
る
序
の
校
合
年
時
、
文
久
元
年
を
遡
る
こ
と

十
二
年
で
あ
る
が
、
両
本
の
体
裁
に
は
懸
隔
が
あ
り
、
天
理
本
成
立
に
嘉

永
二
年
写
本
は
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

陽
明
文
庫
本
（
以
下
陽
明
本
）
は
、
こ
れ
ら
諸
本
と
全
く
系
統
の
異
な

る
伝
本
で
あ
り
、
校
本
の
校
異
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
詩
句
本
文
の
異
同

も
見
ら
れ
る
。
同
本
は
残
闕
本
で
巻
頭
を
闕
失
し
、
慶
應
本
や
天
理
本
の

よ
う
に
注
者
の
序
を
有
し
な
い
。
注
は
間
々
二
句
施
注
の
形
を
取
り
、
注

文
は
概
し
て
慶
應
本
よ
り
長
く
、
そ
れ
ら
は
恐
ら
く
典
拠
に
当
た
っ
て
よ

り
詳
細
な
注
を
加
え
て
い
る
。
注
文
の
内
容
は
慶
應
本
と
重
な
る
と
こ
ろ

も
多
く
、
慶
應
本
の
一
本
注
と
陽
明
本
の
本
注
と
が
重
な
り
、
陽
明
本
の

一
本
注
と
慶
應
本
の
本
注
と
が
重
な
る
部
分
も
あ
っ
て
、
両
系
統
に
は
互

い
の
交
渉
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
両
本
は
互
い
に
持
た
ぬ
異
文
も
あ
っ

て
、
交
渉
後
の
増
補
の
様
も
窺
え
る
。

　

敦
煌
古
籍
本
系11

で
は
、
先
ず
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
ペ
リ
オ
所
得
本

（
三
七
三
八
号11

）
が
六
行
十
八
句
の
断
簡
で
、
祥
獣
部
の
末
二
首
で
あ
る

「
羊
」
詩
（
尾
聯
の
み
）、「
兔
」
詩
、
霊
禽
部
の
初
め
二
首
で
あ
る
「
鳳
」

詩
（
尾
聯
を
除
く
）、「
鶴
」
詩
（
首
聯
の
み
）
を
存
す
。
次
に
大
英
図
書

館
蔵
ス
タ
イ
ン
所
得
本
（
五
五
五
号11

）
が
十
七
行
五
十
一
句
の
断
簡
で
、

玉
帛
十
首
の
「
銀
」
詩
（
第
六
句
・
尾
聯
の
み
）、「
錢
」「
錦
」「
羅
」「
綾
」

「
素
」「
布
」
詩
を
存
す
。
両
本
は
僚
冊
で
あ
る
か
と
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、

栃
尾
武
氏
が
筆
跡
の
違
い
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
胡
志
昂
氏
が
別
筆
で
あ
る

と
断
定
し
た
上
で
両
本
に
同
一
の
誤
字
が
見
え
る
た
め
、
祖
本
を
同
じ
く

す
る
伝
本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た11

。
ペ
リ
オ
本
は
紙
背
に
識
語
あ
り
て
「
癸

亥
年
正
月
廿
二
日　

得
此
文
書
記
之
人
莫
取
来
」
と
記
し
、
ス
タ
イ
ン
本

は
本
文
後
に
識
語
を
有
し
、
写
真
版
で
は
見
え
な
い
が
神
田
氏
に
よ
れ
ば

「
歳
乙
卯
月
林
鐘
日
列
□　

較
定
」
と
記
す
と
い
い
、
紙
背
に
は
「
唐
人

選
唐
詩
」
三
十
四
行
を
存
す
。『
敦
煌
出
土
文
学
文
献
分
類
目
録
附
解
説11

』

は
ペ
リ
オ
本
の
「
癸
亥
年
」
を
九
〇
三
年
、
或
い
は
九
六
三
年
と
推
定
す

る
。
ス
タ
イ
ン
本
の
「
歳
乙
卯
」
は
ペ
リ
オ
本
に
遡
る
こ
と
八
年
で
あ
ろ

う
。
両
本
の
詩
句
本
文
の
一
部
は
諸
本
と
全
く
異
な
り
、
ま
た
両
本
の
注

は
簡
に
し
て
要
を
得
た
簡
素
な
も
の
で
多
く
二
句
施
注
の
形
式
を
取
る
。

こ
の
形
は
陽
明
本
の
所
々
や
、
慶
應
・
天
理
両
本
の
下
巻
に
多
く
見
ら
れ

る
形
式
で
あ
る
。
恐
ら
く
後
者
は
毎
句
施
注
に
改
め
よ
う
と
し
て
中
絶
し

徹
底
さ
れ
ず
原
初
の
形
式
を
遺
し
た
も
の
で
、
元
来
は
二
句
施
注
が
基
本

的
形
式
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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次
い
で
ロ
シ
ア
国
立
ア
カ
デ
ミ
ー
東
方
学
研
究
所
蔵
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ

所
得
本
（
Д
ｘ
一
〇
二
九
八
Ｖ11

）
が
あ
る
。
同
本
は
左
部
と
下
部
を
闕
損

す
る
『
医
方
』
九
行
の
断
簡
紙
背
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
九
行
十
七
句
の

詩
句
を
存
す11

。
表
の
書
風
に
比
し
て
字
は
稚
拙
で
、
詩
の
配
列
は
他
本
に

例
を
見
な
い
。
闕
損
に
よ
り
一
首
と
し
て
完
全
な
も
の
は
な
く
、
三
字
以

上
の
残
句
を
一
句
と
し
て
数
え
る
な
ら
ば
、「
硯
」
詩
（
第
六
句
の
み
）、

「
墨
」
詩
（
首
聯
・
頸
聯
の
み
）、「
紙
」
詩
（
首
聯
・
第
六
・
七
句
の
み
）、

「
酒
」
詩
（
首
聯
・
第
四
・
五
句
・
尾
聯
の
み
）、「
扇
」
詩
（
首
聯
の
み
）

を
存
す
。
詩
句
本
文
の
異
同
は
概
ね
明
版
系
・
全
唐
詩
系
と
一
致
す
る
が
、

そ
れ
ら
と
の
異
な
る
部
分
も
あ
る
。
同
本
は
こ
の
内
、「
酒
」
詩
に
の
み
、

毎
句
下
に
小
字
双
行
の
注
を
付
す
。
注
は
極
め
て
簡
素
な
も
の
で
、
各
々

慶
應
本
の
注
の
一
部
と
重
な
る
が
、
そ
れ
が
即
ち
両
系
統
の
関
係
を
示
す

も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　

次
に
敦
煌
本
の
内
、ペ
リ
オ
本
の
一
首
完
備
し
た「
兔
」詩
を
も
っ
て
、慶

應
本
・
陽
明
本
と
比
較
し
、各
伝
本
の
大
要
を
知
る
手
が
か
り
と
し
た
い11

。

　
　

ペ
リ
オ
所
得
本

①
上
蔡
鷹
初
撃
、
平
岡

兔
不
稀
〈
史
記
、
李
斯

　
　

慶
應
本

①
上
蔡
鷹
初
撃
〈
李
斯

上
蔡
人
。
爲
秦
丞
相
。

　
　

陽
明
本

①
上
蔡
鷹
初
撃
、
平
岡

兔少

不
稀
〈
李
斯
上
蔡
人

也
。
爲
秦
丞
相
。
被
刑
。

乃
顧
其
子
曰
、
吾
欲
與

若
復
牽
黃
犬
倶
出
上
蔡

東
門
、
逐
狡
兔
。
豈
可

得
乎
。
一
本
、
李
斯
刑
、

顧
其
子
曰
、
思
與
汝
倶

臂
鷹
、
出
上
蔡
東
門
、

逐
狡
兔
、
不
可
得
也
。〉         

②
目
隨
槐
葉
長
〈
槐
之

生
也
、
入
季
春
、
五
日

而
兔
目
、
十
日
而
鼠
耳
。

見
南
華
眞
經
文
也
〉           

②
形
逐
桂
條
飛
〈
馬
有

桂
條
、
飛
兔
之
名
。
皆

古
之
駿
馬
也
。
言
月
中

有
桂
。
又
有
兔
。
宛
如

桂
條
之
與
飛
兔
相
逐
不

後
之
也
〉             

③
漢
月
澄
秋
色
〈
春
秋

元
命
苞
曰
、
日
月
兩
設

以
詹
諸
與
兔
者
、
陰
陽

雙
居
。
月
中
有
玉
兔
。

被
刑
。
乃
顧
其
子
曰
、

吾
欲
與
牽
黃
犬
、
上
蔡

東
門
、
逐
狡
兔
。
豈
可

得
哉
。            

①
平
岡
兔
不
稀
〈
沈
約

詩
、
平
岡
走
寒
兔
〉

②
目
隨
槐
葉
長
〈
南
華

眞
經
曰
、
槐
之
生
也
、

入
季
春
、
五
日
而
兔
目
、

十
日
而
鼠
耳
也
〉        

②
形
逐
桂
條
飛
〈
馬
名

桂
條
、
又
名
赤
兔
。
故

言
逐
桂
條
飛
也
。
一
本
、

馬
名
飛
兔
。
言
兔
走
、

馬
亦
走
也
〉 

                   

③
漢
月
澄
秋
色
〈
月
中

有
玉
兔
。
月
陰
之
精
也
。

或
成
獸
、
象
兔
也
〉

                          

臨
刑
。
謂
其
子
曰
、
更

得
與
汝
牽
黃
犬
。
古
詩
、

平
岡
走
寒
兔
〉 

②
目
隨
槐
葉
長
、
形
逐

桂
枝
飛
〈
荘
子
、
槐
入

季
春
、
五
日
而
兔
目
、

十
日
而
鼠
耳
。
虞
嘉
論

曰
、
月
中
有
桂
樹
。
春

秋
元
命
包
曰
、
月
中
有

白
兔
〉

  ③
漢
殿
跧
容
伏
、
梁
園

隠
跡
微
〈
魯
霊
光
殿
賦

曰
、
狡
兔
跧
伏
於
跗
側
。

西
京
記
曰
、
梁
孝
王
有
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首
聯
①
の
第
一
句
の
注
は
、
諸
本
、
同
一
の
故
事
を
引
く
。
し
か
し
ペ

リ
オ
本
と
本
邦
伝
存
本
と
は
文
章
が
異
な
る
。
本
邦
の
両
本
は
殆
ど
同
文

で
あ
り
、
陽
明
本
は
更
に
同
内
容
で
「
牽
黄
犬
」（
犬
狩
）
を
「
臂
鷹
」（
鷹

狩
）
と
す
る
一
本
注
を
附
す
。
第
二
句
の
注
は
ペ
リ
オ
本
と
慶
應
本
は
殆

ど
同
じ
で
、
陽
明
本
に
は
無
い
。

　

頷
聯
②
の
第
三
句
の
注
は
、
諸
本
何
れ
も
『
荘
子
』（
南
華
真
経
）
を

引
く
。
な
お
、
天
理
本
は
「
南
華
眞
經
曰
、
槐
之
生
、
入
季
春
、
三
月
兔

目
也
。
一
本
、
槐
之
生
也
、
入
季
春
、
五
日
而
兔
目
、
十
日
而
鼠
耳
也
」

と
し
、
恐
ら
く
慶
應
本
は
書
写
の
際
に
「
季
春
」
と
い
う
語
が
二
度
見
え

る
こ
と
で
目
移
り
し
、
傍
線
部
を
写
し
損
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
四
句

は
ペ
リ
オ
本
と
本
邦
伝
存
本
の
間
で
詩
句
本
文
に
異
同
が
あ
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
注
も
異
な
る
。
即
ち
ペ
リ
オ
本
の
詩
語
「
桂
枝
」
に
対
し
、
本
邦

伝
存
本
は
「
桂
條
」
に
作
り
、
前
者
の
注
は
虞
喜
の
「
安
天
論
」『
春
秋

元
命
包
』
に
拠
っ
て
月
桂
樹
と
月
中
の
兔
の
故
事
を
引
き
、
後
者
は
馬
名

と
解
し
て
同
じ
く
馬
名
の
「
赤
兔
」
或
い
は
「
飛
兔
」
と
関
連
付
け
る
。

但
し
陽
明
本
に
は
ペ
リ
オ
本
詩
句
本
文
に
添
う
「
言
月
中
有
桂
。
又
有
兔
」

と
い
う
注
も
混
在
す
る
。

　

頸
聯
③
も
詩
句
本
文
の
異
同
に
伴
っ
て
注
が
異
な
る
。
第
五
句
は
ペ
リ

オ
本
と
本
邦
伝
存
本
で
四
文
字
が
異
な
り
、
ペ
リ
オ
本
の
上
二
文
字
「
漢

殿
」
に
対
し
、
本
邦
伝
存
本
は
「
漢
月
」
に
作
り
、
そ
の
た
め
本
邦
伝
存

③
梁
園
映
雪
暉
〈
漢
書
、

梁
孝
王
有
園
。
雪
賦
曰
、

遊
於
兔
園
也
。
謝
惠
連

雪
賦
曰
、
不
樂
、
遊
於

兔
園
也
〉                    

                          

④
唯
當
感
純
孝
、
郛
郭

引
兵
威
〈
後
漢
方
諸
居

喪
孝
。
感
白
兔
來
。
盜

賊
義
之
、
不
入
其
里
也
。

一
本
、
孝
子
傳
曰
、
顧

秦
呉
人
也
。
父
母
亡
。

廬
于
塚
次
。
爲
劫
賊
所
逼
。

忽
有
白
兔
。
走
入
郛
郭
、

人
使
兵
逐
兔
、
々
走
赴
廬
。

賊
亡
而
走
。
太
守
乃
表

其
門
閭
也
〉 

月
陰
之
精
。
成
獸
、
象

兔
〉                 

③
梁
園
映
雪
暉
〈
西
京

雜
記
曰
、
梁
孝
王
好
宮

室
苑
園
之
樂
、
築
兔
園
。

謝
惠
連
雪
賦
曰
、
梁
王

不
樂
、
遊
於
兔
園
。
又

曰
、
俄
而
微
霰
零
、
密

雪
下
〉                       

④
唯
當
感
純
孝
、
郛
郭

引
兵
威
〈
孝
子
傳
曰
、

顧
秦
呉
人
也
。
父
母
亡
、

廬
于
塚
次
。
爲
劫
賊
所

逼
。
忽
有
白
兔
走
入
郛

郭
。
人
吏
兵
逐
兔
、
々

走
起
廬
。
賊
捕
諸
王
而

走
。
起
太
守
表
其
門
。

後
漢
方
諸
曰
、
居
喪
孝
。

感
白
兔
來
。
盜
賊
義
之
、

不
入
其
里
〉

兔
園
、
以
養
兔
〉

                       

④
方
知
感
純
孝
、
郛
郭

引
兵
威
〈
孝
子
傳
曰
、

謝
方
儲
至
孝
。
感
白
兔

馴
其
廬
。
有
賊
入
避
之
、

不
入
壘
〉 
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本
は
ペ
リ
オ
本
第
四
句
と
同
じ
『
春
秋
元
命
包
』
の
月
中
の
兔
の
故
事
を

引
く
。
第
六
句
は
詩
句
本
文
の
上
二
字
「
梁
園
」
の
注
と
し
て
、
ペ
リ
オ

本
と
陽
明
本
が
『
西
京
雑
記
』
を
引
く
。
ま
た
詩
句
本
文
下
三
字
の
異
同

に
伴
っ
て
、
本
邦
伝
存
本
は
謝
恵
連
の
『
雪
賦
』
を
加
え
、
こ
れ
に
慶
應

本
は
僅
か
に
詳
し
い
同
じ
注
を
重
ね
、
陽
明
本
は
『
雪
賦
』
の
別
部
分
を

重
ね
る
。

　

尾
聯
④
は
第
七
句
の
上
二
字
が
ペ
リ
オ
本
と
本
邦
伝
存
本
と
の
間
で
異

な
る
。
慶
應
本
本
注
は
ペ
リ
オ
本
と
文
章
が
異
な
る
同
一
故
事
を
引
い
て
、

更
に
全
く
内
容
が
異
な
る
一
本
注
を
取
合
わ
せ
る
。
こ
の
一
本
注
は
陽
明

本
の
本
注
と
同
じ
で
、
陽
明
本
は
そ
の
後
に
慶
應
本
の
本
注
を
書
き
連
ね
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
書
写
年
代
が
最
も
古
い
敦
煌
本
の
注
は
簡
約
な
様
態

を
表
し
、
そ
れ
に
比
し
て
本
邦
伝
存
の
両
本
の
注
は
よ
り
長
く
、
詳
細
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
後
代
に
於
い
て
増
補
、
改
竄
さ
れ
た
た
め
で
、

他
注
の
取
合
わ
せ
で
あ
る
所
謂
一
本
注
や
、
二
句
施
注
を
改
め
た
と
思
わ

れ
る
毎
句
施
注
の
形
式
な
ど
に
、
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
ペ
リ
オ

本
注
と
慶
應
本
本
注
は
第
一
、
二
、
三
句
、
尾
聯
に
於
い
て
概
ね
重
な
り
、

ペ
リ
オ
本
注
と
陽
明
本
本
注
は
第
一
、
三
、
六
句
で
概
ね
重
な
る
。
但
し

同
一
の
詩
文
に
対
す
る
注
で
あ
れ
ば
他
注
と
典
拠
の
指
摘
が
重
な
る
こ
と

は
当
然
起
こ
り
得
る
現
象
で
、
こ
れ
ら
伝
本
の
関
係
は
結
局
の
と
こ
ろ
断

定
し
難
い
。
し
か
し
尾
聯
の
注
に
引
く
方
儲
の
故
事
や
、
ペ
リ
オ
本
第
四

句
の
注
と
本
邦
伝
存
の
両
本
が
第
五
句
の
注
に
引
く
『
春
秋
元
命
包
』
の

月
中
の
兔
の
故
事
な
ど
は
、
類
書
等
に
も
見
え
ず
珍
し
い
も
の
で
、
何
等

か
の
関
係
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
れ
で
も
第
三
、
四
、
五
、
六
句
に
見
え
る

詩
句
本
文
の
異
同
は
決
定
的
で
あ
り
、
ペ
リ
オ
本
と
本
邦
伝
存
の
両
本
の

原
注
が
同
一
で
あ
る
蓋
然
性
を
低
め
て
い
る
。
ま
た
尾
聯
下
注
で
は
本
邦

伝
存
の
両
本
が
互
い
の
注
を
取
合
わ
せ
て
お
り
、
両
系
統
が
互
い
に
交
渉

す
る
の
が
見
え
る
。
な
お
陽
明
本
が
「
一
本
曰
」
と
特
記
せ
ず
、
他
注
を

増
補
す
る
こ
と
は
、
原
注
選
別
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

六　
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
注
と
注
者
に
つ
い
て

　
『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
注
者
に
つ
い
て
は
、
先
ず
慶
應
本
系
と
天
理
本

系
諸
本
の
巻
頭
に
注
者
に
よ
る
巨
唐
天
宝
六
載
（
七
四
七
）
序
が
あ
り
、

そ
こ
に
「
登
仕
郎
守
信
安
郡
博
士　

張
庭
芳　

註
」（
慶
應
本
は
「
註
」

を
「
詠
」
に
作
る
）
と
記
名
さ
れ
る
。
同
序
は
他
に
無
注
本
の
田
中
教
忠

氏
旧
蔵
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
奥
書
本
巻
尾
と
、
同
本
の
転
写
で
あ
る

陽
明
文
庫
蔵
本
巻
尾
、
更
に
こ
の
序
と
奥
書
の
み
を
転
写
し
た
醍
醐
寺
宝

蔵
蔵
『
李
嶠
百
詠
集
跋
』
一
紙
（
第
四
〇
七
函
第
五
二
号
）
に
見
る
こ
と
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が
で
き
る
。（
無
注
の
田
中
本
は
、
本
奥
書
に
拠
れ
ば
、
後
鳥
羽
院
の
御

進
講
の
た
め
に
、
文
章
生
菅
原
某
が
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
十
二
月
二

十
六
日
に
書
写
し
た
本
を
祖
と
す
る
。
無
注
の
本
文
に
有
注
本
の
序
を
附

し
た
同
本
の
形
態
は
こ
の
事
と
関
係
す
る
か
。）
こ
の
撰
者
李
嶠
没
後
三

十
年
程
で
『
百
二
十
詠
』
に
注
を
附
し
た
、
張
庭
芳
に
つ
い
て
は
本
序
以

外
に
詳
ら
か
で
は
な
く
、
僅
か
に
『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
「
張
庭
芳
注
庾

信
哀
江
南
賦
一
巻
」、『
宋
書
』
藝
文
志
に
「
張
庭
芳
注
哀
江
南
賦
一
巻
」

と
著
録
さ
れ
、
北
周
の
庾
信
の
「
哀
江
南
賦
」
に
注
を
付
し
た
人
物
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

無
注
の
田
中
本
の
よ
う
に
、
序
文
の
み
を
他
本
よ
り
転
載
す
る
こ
と
は

漢
籍
に
間
々
見
ら
れ
る
が
、
張
庭
芳
の
名
は
編
者
未
詳
の
平
安
末
期
の
類

書
『
幼
学
指
南
鈔
』
巻
廿
七
木
部
所
引
百
詠
注
に
も
「
張
庭
芳
曰
」
と
し

て
四
例
が
見
ら
れ
、
こ
れ
を
慶
應
本
と
比
較
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
本
文

が
重
な
る
の
で
あ
る
。（
傍
線
部
が
重
複
部
）

　

こ
の
他
に
山
崎
誠
氏
は
『
幼
学
指
南
鈔
』
巻
廿
八
獣
部
に
見
ら
れ
る
「
遊

方
諸
盧
」
の
注
（
⑤
）
が
、
百
詠
注
と
明
示
し
な
い
が
、
利
用
が
疑
わ
れ

南
有
石
室
。
々
后
有
孤
松
。
千
丈
。

雙
鶴
栖
其
上
。
晨
必
接
翹
、
夕
輒
偶

影
。
廣
志
曰
、
君
子
樹
似
檉
松
也
〉

千
歳
蓋
影
披
〈
松
樹
千
年
、
枝
偃
如

蓋
。
一
本
、
玄
中
記
曰
、
松
脂
沒
地
、

千
年
爲
茯
苓
。
抱
朴
子
曰
、
天
凌
偃

蓋
之
松
也
〉

風
拂
大
夫
枝
〈
史
記
曰
、
秦
始
皇
封

大
山
。
逢
風
雨
、
乃
隱
松
樹
。
後
遂

封
五
松
、
爲
大
夫
樹
也
〉

鴻
儒
訪
道
來
〈
槐
市
、
學
名
也
。
諸

儒
講
論
槐
下
。
一
本
、
三
輔
黄
圖
曰
、

大
學
列
槐
數
百
行
。
諸
生
朔
望
會
此
。

各
將
卿
郡
所
出
物
、
賣
之
。
及
經
傳

論
議
於
槐
下
。
號
槐
市
也
〉

②
李
嶠
百
詠
松
詩
曰
、
千
年
蓋
影
披
。

張
庭
芳
曰
、
松
樹
千
歳
、
枝
偃
如
蓋

也
。（
松
、
偃
蓋
）

③
李
嶠
百
詠
松
詩
曰
、
風
拂
大
夫
枝
。

張
庭
芳
曰
、
史
記
曰
、
秦
始
皇
帝
封

太
山
。
逢
風
雨
、
乃
隱
松
樹
、
後
遂

封
五
松
、
爲
五
大
夫
樹
。（
松
、
五

大
夫
）

④
李
嶠
百
詠
槐
詩
曰
、
鴻
儒
訪
道
來
。

張
庭
芳
曰
、
槐
市
、
學
名
也
。
諸
儒

講
論
於
槐
下
也
。
一
本
、
三
輔
黄
圖
曰
、

大
學
列
槐
數
百
行
。
諸
生
朔
望
會

此
。
各
持
郷
郡
所
出
物
、
賣
之
。
及

經
傳
相
論
議
於
槐
下
。
號
槐
市
。（
槐
、

垂
陰
學
市
）

　

  

慶
應
本
『
百
二
十
詠
詩
注
』

鶴
栖
君
子
樹
〈
千
年
鶴
栖
於
松
樹
。

君
子
樹
葉
似
松
。
曹
爽
曾
種
之
於
中

庭
也
。
一
本
、
神
異
記
曰
、
榮
陽
郡

   『
幼
学
指
南
鈔
』
巻
二
十
七
、
木
部

①
李
嶠
百
詩
曰
、
鶴
栖
君
子
樹
。
張

庭
芳
曰
、
千
年
鶴
栖
松
樹
。（
松
）　



─ 405 ─

る
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
本
文
は
誤
写
に
拠
る
と
見
ら
れ
る
数
文
字
を
除

け
ば
、
先
に
引
用
し
た
慶
應
本
の
祥
獣
部
「
兔
」
詩
の
尾
聯
下
注
と
重
な

る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
重
複
に
よ
っ
て
、
慶
應
本
の
注
が
平
安
末
期
ま
で
遡
り
得
る

こ
と
、
当
時
慶
應
本
注
が
張
庭
芳
注
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
④
⑤
に
見
え
る
よ
う
に
別
本
の
注
の

取
合
わ
せ
と
目
さ
れ
る
一
本
注
が
『
幼
学
指
南
鈔
』
の
時
点
で
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
書
が
引
用
時
に
漏
れ
な
く
そ
の
注
を
書
写
し

た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
①
②
の
慶
應
本
の
不
一
致
箇
所
は
後
の
増
補
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
内
の
一
本
注
は
④
の
一
本
注
と
は
別
時
に
施
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
①
の
天
理
本
の
注
に
は
慶
應
本
冒
頭
の
「
千

年
」
の
語
の
前
に
「
晉
宮
閣
記
曰
、
華
林
園
中
有
君
子
樹
三
株
。
似
松
也
」

と
い
う
文
が
あ
り
、『
幼
学
指
南
鈔
』
の
引
用
本
文
を
鑑
み
て
も
増
注
で

あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
増
注
が
施
さ
れ
る
場
所
が
必
ず
し
も
注
末
に

限
定
さ
れ
ず
、
ま
た
増
注
で
あ
る
旨
を
特
記
し
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
。

　

一
本
注
に
つ
い
て
は
、
慶
應
・
天
理
両
本
の
服
玩
部
「
扇
」
詩
第
八
句

下
注
末
に
「
以
上
三
詠
註
此
一
本
註
耳
。
今
本
注
零
落
而
不
遇
耳
」
と
あ
っ

て
、「
扇
」
詩
以
前
の
三
詠
（「
被
」「
鏡
」「
扇
」）
の
注
を
一
本
注
に
拠
っ

た
と
記
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
底
本
に
用
い
た
所
謂
「
今
本
」（
天
理
本

作
「
今
上
本
」）
に
注
が
闕
落
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
注
記
は

本
注
の
他
に
他
注
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
慶
應
・
天
理
両
本
の
一
本
注
の
問
題
に
は
、
先
ず
「
一
本
曰
」

と
い
う
語
が
巻
頭
よ
り
坤
儀
部
「
道
」
詩
に
到
る
ま
で
現
れ
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
本
文
中
に
特
別
な
注
記
が
な
い
の
で
、

恐
ら
く
転
写
の
過
程
で
書
写
者
が
本
注
と
一
本
注
を
取
捨
す
る
方
針
を

立
て
た
も
の
の
、
そ
れ
が
巻
尾
ま
で
徹
底
さ
れ
ず
に
途
絶
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
両
本
に
は
二
句
施
注
を
毎
句
施
注
に
改
め
る

こ
と
を
上
巻
で
中
絶
し
て
い
た
り
、
初
め
の
数
首
の
み
門
下
・
題
下
の

注
や
書
入
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
前
半
部
に
は
夥
し

い
改
変
の
跡
が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
道
」
詩
以
前
の
句
下

注
は
「
一
本
曰
」
の
語
が
無
く
と
も
、
そ
れ
が
本
注
で
あ
る
の
か
疑
わ

し
い
の
で
あ
る
。

　

一
本
注
の
問
題
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
同
一
句
下
に
於
い
て
「
一

本
曰
」
を
複
数
重
ね
る
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、
居
処
部
「
車
」
詩
首
聯

下
注
な
ど
は
、
本
注
の
後
に
「
一
本
」
と
し
て
他
注
を
引
き
、
更
に
「
又

太
平
御
覽
曰
」
と
し
て
類
書
を
引
用
し
て
、
再
び
「
一
本
」
と
し
て
別
注

を
引
く
。
他
に
も
前
述
し
た
一
本
注
の
み
で
記
し
た
と
す
る
三
詠
の
句
下
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注
に
於
い
て
も
、「
被
」
詩
の
尾
聯
下
注
に
「
一
本
」
と
し
て
更
に
別
本

の
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
本
注
が
一
伝
本
の
注
に
限
定
さ

れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　

加
え
て
、
諸
注
に
は
後
代
の
も
の
と
見
ら
れ
る
評
語
・
案
語
の
類
が

あ
る
。
慶
應
・
天
理
両
本
に
は
、
①
「
此
鄭
公
之
秀
句
」（「
雪
」
詩
、

頷
聯
下
注
）、
②
「
此
鄭
公
之
秀
句
也
」（「
野
」
詩
、
頸
聯
下
注
）、
③
「
此

鄭
公
之
興
也
」（「
桐
」
詩
、
頸
聯
下
注
）、
④
「
此
鄭
公
之
佳
句
也
」（「
池
」

詩
、
第
四
句
下
注
）
な
ど
が
あ
り
、
陽
明
本
に
は
⑤
「
案
鄭
公
君
子
樹
、

唯
言
松
也
。」（「
松
」
詩
、
第
三
句
下
注
）、
⑥
「
此
詠
鄭
公
之
興
也
。

凡
毎
句
皆
寄
意
、
不
徒
然
也
」（「
桐
」
詩
、
尾
聯
下
注
）、
⑦
「
今
案
、

烏
宜
魚
鳥
之
鳥
。
讀
顏
氏
家
訓
、
詰
上
說
云
、
晨
去
暮
來
、
號
朝
夕
鳥
。

而
文
士
往
々
誤
作
烏
鳶
用
也
。
是
以
知
鄭
公
亦
誤
也
」（「
烏
」
詩
、
第

二
句
下
注
）、
⑧
「
鄭
公
感
荅
子
妻
言
、
欲
比
玄
豹
、
以
避
濁
監
。」（「
豹
」

詩
、
尾
聯
下
注
）
な
ど
が
あ
る
。
①
②
は
聯
下
に
こ
の
注
の
み
が
記
さ

れ
て
い
て
、
③
④
は
一
本
注
に
記
さ
れ
て
い
る
。
①
②
は
前
述
し
た
よ

う
に
注
の
取
捨
が
行
わ
れ
る
「
道
」
詩
以
前
の
詩
の
注
で
あ
り
、
③
④

を
鑑
み
て
も
、
こ
れ
ら
の
評
語
は
取
合
わ
せ
た
注
と
思
わ
れ
る
。
更
に

⑤
～
⑧
に
見
る
よ
う
に
、
や
や
冗
長
で
あ
る
も
の
の
陽
明
本
に
同
様
の

評
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
陽
明
本
系
と
の
校
合
に
よ
っ
て

移
写
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
陽
明
本
は
、
嘉
樹
部
「
松
」

詩
第
四
句
「
風
拂
大
夫
枝
」
の
注
に
諸
本
が
「
史
記
曰
、
秦
始
皇
封
大
山
。

逢
風
雨
、
乃
隱
松
樹
。
後
遂
封
五
松
、
爲
大
夫
樹
也
」
と
す
る
の
に
続

け
て
「
引
勘
史
記
不
曰
松
」
と
記
す
な
ど
、
そ
の
評
注
は
既
存
の
注
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
慶
應
・
天
理
両
本
の
注
は
、
張
庭
芳
注
と
言
い
な
が
ら
、

本
注
と
一
本
注
の
取
捨
が
行
わ
れ
て
い
た
り
、
複
数
の
注
や
評
語
・
案
語

の
取
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
た
り
す
る
。
恐
ら
く
二
句
施
注
の
形
式
を
毎

句
施
注
に
改
め
て
い
る
所
で
は
、
原
注
の
不
備
を
補
う
形
で
夥
し
い
改
竄

増
補
が
行
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
前
述
の
句
下
に
於
け
る
『
太
平
御

覧
』
の
引
用
な
ど
は
享
受
者
に
拠
っ
て
相
当
自
由
な
増
益
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
同
様
の
例
で
は
芳
草
部
「
菱
」
詩
第
七
句
下
注
、
文

物
部
「
経
」
詩
首
聯
下
注
、
玉
帛
部
「
布
」
詩
第
二
句
下
注
に
『
事
林
広

記
』
の
引
用
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
後
代
の
類
書
の
書
名
を
明
示
し
て

い
る
の
で
明
ら
か
に
増
注
部
分
で
あ
る
と
分
か
る
が
、
そ
の
本
文
の
み
の

引
用
で
あ
っ
た
り
、
盛
唐
以
前
の
書
物
の
引
用
で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
、
後

人
の
増
注
で
あ
る
と
は
到
底
分
か
ら
な
い
。
実
際
は
相
当
数
の
増
注
が
な

さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
慶
應
本
が
張
庭
芳
注
本
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
注
を
峻
別
す
る
こ
と
は
最
早
不
可
能
で
あ
る
。
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陽
明
本
も
同
様
に
後
代
の
増
注
が
見
ら
れ
る
伝
本
で
あ
る
。
一
部
に
は

『
事
文
類
聚
』
が
出
典
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
、
行
間
や
文
末
に
本
文

同
格
で
書
入
を
し
て
お
り
、
同
本
が
増
注
の
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ

せ
る
。
序
が
な
い
た
め
に
同
本
の
原
注
者
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
同
注

は
嘗
て
池
田
利
夫
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
源
光
行
の
『
百
詠
和
歌
』

の
仮
名
注
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
真
名
序
に
「
夫
、
鄭
国
公
始
賦
百

廿
詠
之
詩
、
以
諭
于
幼
蒙
、
張
庭
芳
追
述
数
千
言
之
注
、
以
備
于
後
鑑
」

と
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
初
期
に
は
陽
明
本
の
注
者
も
ま
た
張
庭

芳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
節
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
山
崎
誠
氏
は
陽
明

本
の
注
に
『
天
宝
文
苑
集
』『
翰
苑
』
な
ど
の
古
佚
書
の
引
用
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
原
注
は
少
な
く
と
も
唐
人
に
拠
る
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
百
詠
の
注
者
に
は
、
他
に
趙
琮
注
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

阿
部
隆
一
氏
が
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
和
漢
善
本
解
題
』
所
収
の
、
貞
応

二
年
（
一
二
二
三
）
に
釈
真
弁
が
覚
蓮
房
聖
範
の
伝
授
に
拠
っ
て
著
し
た

『
性
霊
集
略
注
』
の
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
写
本
の
解
題
の
中
で
紹
介

さ
れ
た
。
同
書
中
に
次
の
よ
う
な
注
が
見
ら
れ
る
。

臺
鏡
者
、
李
嶠
鏡
詩
曰
、
含
情
朗
魏
臺
。
註
云
、
魏
建
女
殿
前
有
方

鏡
。
高
五
尺
廣
二
尺
。
在
庭
中
。
人
向
之
、
寫
人
形
心
府
〈
云
々
〉。

〈
趙
琮
註
云
、
魏
文
帝
有
銀
鏡
臺
〉（
第
二
巻
注
）

　

こ
れ
は
『
百
二
十
詠
』
服
玩
部
「
鏡
」
詩
の
注
の
引
用
で
あ
る
。
注
に

は
本
注
と
趙
琮
注
が
見
え
る
。
慶
應
本
は
両
注
と
全
く
異
な
る
が
、
前
述

し
た
よ
う
に
同
本
は
「
被
」「
鏡
」「
扇
」
詩
三
詠
の
本
注
を
闕
き
、
注
文

を
一
本
注
で
補
っ
て
い
る
事
情
が
あ
る
。

　

更
に
趙
琮
注
に
つ
い
て
は
、
胡
志
昂
氏
が
藤
原
敦
光
（
一
〇
六
三
―
一

一
四
四
）
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
巻
上
の
、「
行
雲
回
雪
、
即
死
尸
之
想
」

の
注
文
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

①
百
詠
云
、
神
女
向
山
廻
。〈
梁
尚
書
玉
均
特（
詩
）曰

、
雨
點
散
圓
文
風
生
。

楚
莊
王
遊
高
臺
觀（琮

注
）、
夢
神
女
曰
、
浪
起
妾
在
巫
山
之
陽
、
朝
爲
行
雨
、

暮
爲
行
雲
。
趙
琮俕 

琮侄
、
神
女
賦
曰
、
妾
爲
巫
山
之
女
、
朝
行
雲
、
暮

行
雨
是
也
。
蓋
李
公
之
幽
致
也
〉

②
百
詠
云
、
逐
舞僲
花
光
動
。〈
舞
有
七
盤
回
雪
曲
。
言
雪
下
似
如
舞
。

趙（
琮
）琮俕注

、
趙
飛
燕
能
舞
、
宛
如
流
風
之
回
雪
之
〉

　

こ
れ
ら
を
慶
應
本
と
比
較
す
る
と
、
①
は
乾
象
部
「
雨
」
詩
第
四
句
と

そ
の
注
で
、
本
注
に
は
初
め
の
一
文
に
同
詠
の
頸
聯
の
注
が
混
入
す
る
も
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の
の
、
そ
の
点
を
除
け
ば
慶
應
本
と
重
な
り
、
②
は
同
部
「
舞
」
詩
第
三

句
と
そ
の
注
で
、
本
注
は
慶
應
本
と
全
く
重
な
る
。
①
②
の
趙
琮
注
は
と

も
に
諸
本
の
注
と
異
な
っ
て
い
て
、
明
か
な
別
注
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
体

裁
を
見
る
と
、
趙
琮
注
は
慶
應
本
系
の
本
注
に
付
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て

先
に
見
た
『
性
霊
集
略
注
』
の
本
注
は
或
い
は
失
わ
れ
た
慶
應
本
の
本
注

か
も
し
れ
な
い
。
趙
琮
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
敦

光
の
よ
う
な
当
代
一
流
の
儒
者
が
そ
の
注
を
参
照
し
自
家
薬
籠
中
の
も
の

と
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
、
平
安
後
期
に
は
あ
る
程
度
受
容
さ
れ
て

い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
複
数
の
百
詠
注
が
読
ま
れ
て
い
た
こ
と

の
証
左
と
な
ろ
う
。

　

ま
た
注
者
に
関
し
て
は
、
他
に
『
郡
斎
読
書
志
』
巻
四
上
に
著
録
さ
れ

る
「
李
嶠
集
一
巻
」
の
晁
公
武
解
題
に
「
或
題
曰
、
単
題
詩
。
有
張
方
注
」

と
あ
り
、
更
に
元
の
辛
文
房
撰
『
唐
才
子
伝
』
巻
一
の
李
嶠
伝
に
も
「
今

集
五
十
巻
。
雑
詠
詩
十
二
巻
。
単
提
詩
一
百
二
十
首
。
張
方
為
註
伝
於
世
」

と
あ
っ
て
、
張
方
注
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
の
張
方
に
つ
い
て
は
張

庭
芳
と
同
一
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
太
田
晶
二
郎
氏
に
よ
っ
て
南
宋
の

朱
翌
撰
『
猗
覚
寮
雑
記
』
巻
上
所
引
百
詠
注
に
張
方
注
の
佚
文
が
あ
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。

梅
用
南
枝
事
。
共
和
青
瑣
紅
梅
詩
云
、
南
枝
向
暖
北
枝
寒
。
李
嶠
云
、

大
庾
天
寒
少
、
南
枝
獨
早
芳
。
張
方
注
云
、
大
庾
嶺
上
梅
、
南
枝
落
、

北
枝
開
。

　

こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
李
嶠
の
詩
は
『
百
二
十
詠
』
嘉
樹
部
「
梅
」
詩
の

首
聯
で
あ
り
、
本
邦
伝
存
有
注
本
の
詩
句
は
「
院
樹
斂
寒
光
、
梅
花
獨
早

芳
」
に
作
り
六
字
が
異
な
っ
て
い
て
、
注
も
「
言
梅
花
臘
月
中
雪＊

開
。
故

言
斂
寒
早
芳
也
。」（
＊
雪
（
慶
）
―
雪
裏
（
天
）（
陽
））
と
あ
り
全
く
異

な
る
。
し
か
し
詩
句
は
『
文
苑
英
華
』『
全
唐
詩
』
で
は
「
大
庾
歛
寒
光
、

南
枝
獨
早
芳
」
と
あ
っ
て
二
字
が
異
な
る
の
み
で
あ
り
、
張
方
注
は
恐
ら

く
明
刊
本
系
や
全
唐
詩
系
に
近
い
『
百
二
十
詠
』
に
付
さ
れ
た
注
と
察
せ

ら
れ
る
。
ペ
リ
オ
本
と
の
比
較
に
も
見
た
よ
う
に
、
詩
句
本
文
の
相
違
が

異
な
る
注
を
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
詩
句
本
文
の
異
同
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
な
る
注
は
、
時
に
別
系

統
の
詩
注
本
に
混
入
し
、
そ
の
詩
注
内
に
詩
句
本
文
と
対
応
し
な
い
異

文
を
存
在
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
山
崎
誠
氏
が
初
め
に
指
摘
さ
れ
た

も
の
で
、
慶
應
本
の
祥
獣
部
「
羊
」
詩
第
一
句
下
注
に
、
別
系
統
の
詩

句
本
文
に
対
す
る
注
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
同
箇
所
の
陽

明
本
の
記
述
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
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跪
飮
懲
澆
俗
〈
孔
子
爲
魯
司
冠
。
沈
猶
氏
不
敢
晨
飮
其
羊
。
舊
俗
澆

則
以
晨
飮
羊
。
家
語
曰
、
文
宣
王
爲
司
冠
。
沈
猶
氏
不
敢
朝
飮
羊
矣
。

又
記
曰
、
羊
跪
飮
母
乳
、
似
有
禮
也
。
言
羊
猶
知
禮
、
而
可
誡
澆
俗

也
〉（
慶
應
本
）

跪
飮
懲
澆
俗
〈
六
禮
、
有
羊
跪
飮
母
乳
、
似
有
禮
。
故
備
也
。
或
本
、

跪
作
絶
字
也
。
孔
子
爲
魯
司
冠
、
沈
猶
氏
不
敢
晨
飮
其
羊
。
舊
俗
洗

則
晨
飮
。
晨
飮
羊
出
家
語
之
也
〉（
陽
明
本
）

　

慶
應
本
は
先
ず
孔
子
が
魯
の
司
寇
で
あ
っ
た
時
、
沈
猶
氏
は
決
し
て

朝
、
羊
に
水
を
飲
ま
せ
な
か
っ
た
と
い
う
（『
孫
卿
子
』
儒
効
篇
の
）
故

事
を
引
き
、
旧
来
の
風
俗
が
軽
薄
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
（
目
方
を
誤
魔

化
す
た
め
に
）
朝
、
羊
に
水
を
飲
ま
せ
た
の
で
あ
る
と
記
し
、『
孔
子
家

語
』
に
同
文
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
い
で
「
又
記
曰
」
と
し
て
、

羊
が
跪
い
て
母
乳
を
飲
む
様
は
、
礼
を
知
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
軽

薄
な
風
潮
を
誡
め
て
い
る
の
で
あ
る
と
別
解
を
記
す
。
陽
明
本
は
慶
應

本
を
顚
倒
さ
せ
た
よ
う
な
内
容
で
、
先
ず
『
六
礼
』
と
出
典
を
記
し
て
、

慶
應
本
の
別
解
の
注
を
引
き
、
次
い
で
或
本
は
「
跪
」
字
を
「
絶
」
に

作
る
と
し
て
、
詩
句
本
文
に
異
同
が
あ
る
こ
と
を
記
し
、
そ
の
異
文
の

注
と
し
て
慶
應
本
本
注
と
同
じ
注
を
記
す
。

　

注
と
し
て
相
応
し
い
の
は
陽
明
本
本
注
で
あ
り
、
慶
應
本
本
注
は
陽

明
本
が
説
く
「
絶
」
字
に
作
る
異
な
る
詩
句
本
文
と
合
致
す
る
。
そ
し

て
無
注
本
の
内
、
明
刊
本
・
全
唐
詩
系
の
伝
本
が
同
様
に
「
絶
」
字
に

作
る
の
で
あ
る
。
胡
志
昂
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
更
に
考
究
し11

、
他

に
慶
應
本
に
見
ら
れ
る
、
別
系
統
の
詩
句
本
文
に
照
応
す
る
注
を
数
例

挙
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
に
拠
れ
ば
、
慶
應
本
・
陽
明
本
と
も
に
、
時
に

本
注
に
、
時
に
一
本
注
に
、
異
な
る
詩
句
本
文
に
対
す
る
注
が
混
入
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
現
存
附
注
本
の
注
と
注
者
の
問
題
は
、
そ
の
詩
句

本
文
の
異
同
の
問
題
と
も
絡
ん
で
、
複
雑
さ
を
極
め
て
い
る
。

　

な
お
、
胡
氏
は
無
注
の
古
鈔
本
系
と
、
明
刊
本
・
全
唐
詩
系
を
比
較

し
た
時
に
、
一
首
全
て
異
な
る
「
雲
」「
池
」「
箏
」
詩
の
三
詠
の
脚
韻

に
注
目
さ
れ
、
前
者
の
三
詠
が
仄
韻
を
用
い
、
後
者
が
百
二
十
詠
全
て

に
平
声
韻
を
用
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
詩
句
本
文
の
異
同
の
背
景
に

詩
律
の
確
立
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
張
庭
芳
が
序
に

於
い
て
『
百
二
十
詠
』
を
捉
え
て
「
藻
麗
詞
清
、
調
諧
律
雅
」
と
記
す

こ
と
か
ら
、
張
庭
芳
が
注
し
た
の
は
古
鈔
本
系
の
詩
句
で
は
な
く
、
詩

の
格
律
が
整
っ
た
詩
句
本
文
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、『
百
二
十
詠
詩
注
』
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
敦
煌
本
を
除
い
た

現
存
伝
本
は
、
同
一
本
文
に
附
さ
れ
た
異
な
る
注
や
、
詩
句
本
文
の
異
同

に
伴
っ
て
生
じ
た
別
注
が
、
注
の
取
合
わ
せ
に
よ
っ
て
同
一
伝
本
内
に
混

在
し
、
同
時
に
享
受
者
の
手
に
拠
っ
て
詳
細
な
自
家
注
が
付
け
加
え
ら
れ

た
り
、
二
句
施
注
を
毎
句
施
注
に
改
め
る
な
ど
大
胆
な
刪
補
が
行
わ
れ
た

り
し
て
、
原
注
と
懸
け
離
れ
た
現
状
の
姿
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く

そ
の
原
注
は
敦
煌
本
の
よ
う
な
簡
要
な
注
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
最

早
そ
の
様
相
を
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
後
代

の
改
竄
や
増
益
を
被
っ
た
現
存
伝
本
で
あ
る
が
、
佚
存
書
と
し
て
価
値
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
例
え
ば
慶
應
本
な
ど
は
『
幼
学
指
南
鈔
』

所
引
百
詠
注
と
の
比
較
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
平
安
末
期
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
る
本
文
を
有
し
、
当
時
、
同
本
が
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
形
で
受

容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
中
古
・
中
世
の
文
学
を
考
究
す
る
上

で
も
、
な
お
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
は
無
注
本
の
異
同
や
、
諸

注
釈
書
の
引
用
本
文
な
ど
と
照
応
し
な
が
ら
、
該
書
の
注
解
等
を
含
む
更

な
る
研
究
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

注1 

神
田
喜
一
郎
氏「『
李
嶠
百
詠
』雑
考
」（『
神
田
喜
一
郎
全
集
』第
二
巻
、

同
朋
舎
、一
九
八
一
年
。
初
出
は
一
九
四
九
年
）、同
氏
「
敦
煌
本
『
李

嶠
百
詠
』
に
つ
い
て
」（
同
上
。
初
出
は
一
九
六
二
年
）。

2 

池
田
利
夫
氏
「
百
詠
和
歌
と
李
嶠
百
詠
」（『
日
中
比
較
文
学
の
基
礎

研
究
〈
翻
訳
説
話
と
そ
の
典
拠
〉』
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
）。

3 

山
崎
誠
氏
「『
李
嶠
百
詠
』
雑
考 

続
貂
」（『
中
世
学
問
史
の
基
底
と

展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
。
初
出
は
一
九
八
三
年
）。

4 

胡
志
昂
氏
「『
李
嶠
雑
詠
注
』
考
―
敦
煌
本
残
巻
を
中
心
に
」（
早
稲

田
大
学
中
文
宋
詩
研
究
班
編
『
橄
欖
』
第
二
号
、一
九
八
九
年
九
月
）、

同
氏
「
日
本
現
存
『
一
百
二
十
詠
詩
注
』
考
」（『
和
漢
比
較
文
学
』

第
六
号
、一
九
九
〇
年
十
月
）、同
氏
編
『
日
蔵
古
鈔
李
嶠
詠
物
詩
注
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。

5 

福
田
俊
昭
氏『
李
嶠
と
雑
詠
詩
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、二
〇
一
二
年
）。

6 

李
嶠
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
三
氏
「
李
嶠
」（
小
川
環
樹
氏

編
『
唐
代
の
詩
人
―
そ
の
伝
記
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年
）、

福
田
俊
昭
氏
前
掲
書
が
詳
し
い
。
李
嶠
の
詩
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の

に
、
胡
志
昂
氏
「『
李
嶠
百
詠
』
序
説
─
そ
の
性
格
・
評
価
と
受

容
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
〇
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四
年
二
月
）、同
氏「
李
嶠
百
詠
の
詩
学
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
─
『
唐

朝
新
定
詩
格
』『
評
詩
格
』
を
の
関
わ
り
を
中
心
に
─
」（
佐
藤
道

生
氏
等
編
『
こ
れ
か
ら
の
国
文
学
研
究
の
た
め
に
─
池
田
利
夫
追

悼
論
集
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。

7 

『
百
二
十
詠
詩
注
』
の
現
存
伝
本
の
門
下
、
題
下
の
注
は
後
代
の
付

注
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
多
く
類
書
や
字
書
か
ら
の
引
用
に
成

り
、
該
本
の
類
書
的
機
能
の
充
実
と
い
う
意
図
が
見
受
け
ら
れ
る
。

8 

『
百
二
十
詠
』
の
将
来
が
最
も
早
く
確
認
で
き
る
文
献
は
藤
原
佐
世

撰
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
八
九
一
年
頃
成
立
か
）
で
あ
り
、
そ

れ
以
前
と
な
る
と
、
真
筆
で
あ
る
な
ら
ば
東
山
文
庫
蔵
伝
嵯
峨
天
皇

宸
翰
巻
上
零
巻
と
な
る
。
し
か
し
小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と

中
国
文
学
』（
塙
書
房
、
一
九
六
二
―
六
五
年
）、
同
氏
『
国
風
暗
黒

時
代
の
文
学
』（
塙
書
房
、
一
九
六
八
―
二
〇
〇
二
年
）
が
、『
万
葉

集
』
巻
四
の
詠
物
歌
の
歌
題
の
配
列
と
『
百
二
十
詠
』
の
詩
題
の
順

序
と
の
近
似
や
、
上
代
漢
詩
文
に
於
け
る
同
書
の
典
拠
利
用
の
可
能

性
を
指
摘
す
る
。
な
お
、柳
瀬
喜
代
志
「『
李
嶠
雑
詠
』
受
容
史
管
見
」

（『
日
中
古
典
文
学
論
考
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）
も
同
様
の
指

摘
を
す
る
。

9 

『
百
二
十
詠
』
の
幼
学
書
と
し
て
の
利
用
に
関
し
て
は
、
桃
裕
行
氏

「
上
代
に
於
け
る
教
科
書
の
変
遷
」（
桃
裕
行
著
作
集
第
一
巻
『
上
代

学
制
の
研
究
〔
修
訂
版
〕』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
。
初
出
は

一
九
三
五
年
）、
太
田
晶
二
郎
氏
「「
四
部
ノ
読
書
」
考
」（『
太
田
晶

二
郎
著
作
集
』
第
一
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
。
初
出
は
一

九
五
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

10 

和
歌
に
於
け
る
『
百
二
十
詠
』
の
受
容
と
し
て
名
高
い
も
の
に
、『
拾

遺
和
歌
集
』巻
八「
雑
上
」の
斎
宮
女
御
徽
子
女
王
の
一
首（
451
）「
こ

と
の
ね
に
峯
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
を
よ
り
し
ら
べ
そ
め
け

ん
」
が
あ
る
。
詞
書
に
は
「
野
の
宮
に
斎
宮
の
庚
申
し
侍
り
け
る
に
、

松
風
入
夜
琴
と
い
ふ
題
を
よ
み
侍
り
け
る
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
歌
は

伊
勢
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
娘
の
規
子
内
親
王
が
潔
斎
の
た
め
に
野
宮

に
籠
も
っ
て
い
た
、
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
十
月
二
十
七
日
の
庚
申

の
歌
会
に
於
い
て
、傍
線
部
を
歌
題
に
し
て
詠
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
句
題
は『
百
二
十
詠
』乾
象
部「
風
」詩
第
六
句「
松
声
入
夜
琴
」

に
拠
っ
て
い
る
。
題
者
は
源
順
で
、『
順
集
』（
新
編
国
歌
大
観
）
に

和
歌
序
（
163
）
が
遺
っ
て
お
り
、そ
れ
に
拠
っ
て
「
松
声
」
を
「
松
風
」

に
変
え
た
事
由
も
察
せ
ら
れ
る
。
但
し
序
題
に
は
「
は
じ
め
の
冬
か

の
え
さ
る
の
よ
、
伊
せ
の
い
つ
き
の
宮
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
松
の
こ
ゑ

よ
る
の
こ
と
に
い
る
と
い
ふ
だ
い
し
て
た
て
ま
つ
る
う
た
の
序
」
と
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あ
っ
て
、正
し
く
は「
松
声
」で
あ
っ
た
か
と
思
わ
せ
る
節
も
あ
る
が
、

序
に
は
「
う
た
の
だ
い
に
い
は
く
、松
の
か
ぜ
よ
る
の
こ
と
に
い
る
、

こ
れ
に
つ
け
て
き
け
ば
、
あ
し
引
の
山
お
ろ
し
に
ひ
び
く
な
る
松
の

ふ
か
み
ど
り
も
、
む
ば
玉
の
よ
は
に
き
こ
ゆ
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ

も
、
ひ
と
つ
に
み
な
み
だ
れ
あ
ひ
、
ゆ
き
か
よ
ひ
て
、
む
べ
も
む
か

し
の
風
松
に
い
る
と
い
ふ
こ
と
の
し
く
を
、
つ
く
り
置
き
そ
め
け
ん

と
な
ん
お
も
ほ
え
け
る
」
と
あ
っ
て
、
題
よ
り
も
序
文
中
の
方
が
原

態
を
遺
す
か
ら
、や
は
り
歌
題
は
「
松
風
」
に
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
波
線
部
で
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
し
く
」
は
『
私

家
集
大
成
』所
収
書
陵
部
蔵「
三
十
六
人
集
」順
集（
順
Ⅰ
）で
は「
し

ら
へ
」
に
作
り
、
恐
ら
く
後
者
の
連
綿
が
「
詩
句
」
と
い
う
読
み
に

惹
か
れ
て
前
者
の
よ
う
に
誤
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。よ
っ
て
、

源
順
が
句
題
を
「
松
風
」
に
変
え
た
の
は
「
風
入
松
」
と
い
う
琴
曲

を
踏
ま
え
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。「
風
入
松
」
は
、
例
え
ば
『
初

学
記
』
巻
十
六
「
琴
」
に
「
琴
歴
曰
、
琴
曲
有
二
蔡
氏
五
弄
、
雙
鳳
、

離
鸞
（
中
略
）
風
入
松
、
烏
夜
啼
一
。」
と
見
え
る
。

　
　
　

こ
の
句
題
に
言
及
し
た
論
文
に
、
柿
村
重
松
氏
「
嵯
峨
天
皇
宸
筆

詩
集
考
補
訂
」（『
書
苑
』
法
書
会
、
一
九
一
二
年
三
月
）、
工
藤
重

矩
氏「
後
撰
和
歌
集
注
釈（
九
）―
巻
四
夏（
一
六
七
～
一
七
一
）―
」

（『
福
岡
教
育
大
学
起
要
』
第
四
六
号
、
第
一
分
冊
、
一
九
九
七
年
）、

角
田
宏
子
氏
「「
村
上
天
皇
御
集
」
の
性
格　

斎
宮
女
御
徽
子
女
王

と
の
関
わ
り
」（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
紀
要
『
芸
術
工
学
二
〇
一
四
』）

が
あ
る
。

11 

太
田
晶
二
郎
氏
前
掲
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

12 

佐
藤
道
生
氏
「『
百
二
十
詠
』
と
句
題
詩
」（『
藝
文
研
究
』
第
一
〇
九

号
第
一
分
冊
、
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
、
二
〇
一
五
年
）
は
、
室

町
以
後
の
『
百
二
十
詠
』
の
需
要
減
少
の
要
因
と
し
て
、
当
時
、
句

題
詩
の
主
流
が
七
言
律
詩
か
ら
、
対
句
表
現
を
要
し
な
い
七
言
絶
句

へ
と
移
行
し
、
そ
の
た
め
に
破
題
（
＝
題
字
を
用
い
ず
に
題
意
を
表

す
こ
と
。）
表
現
を
学
ぶ
必
要
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
。

13 

『
陽
明
世
伝
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
四
年
）
に
書
影
あ
り
。

14 

『
中
右
記
』寛
治
八
年（
一
〇
九
四
）九
月
六
日
条
に『
百
二
十
詠
詩
注
』

に
つ
い
て
の
、
次
の
よ
う
な
言
及
が
見
え
る
。

又
問
云
、
史
記
之
中
稱
太
史
公
、
若
太
史
談
歟
、
將
又
司
馬
遷

歟
、
如
何
。
被
答
云
、
極
祕
事
也
、
往
年
從
師
匠
佐
國
口
傳
所

聞
也
。
太
史
公
已
非
談
并
遷
二
人
、
是
云
東
方
朔
也
。
司
馬
遷

作
史
記
時
、
多
以
東
方
朔
作
爲
筆
者
也
。
仍
以
東
方
朔
說
、
稱

太
史
公
也
者
。
予
答
云
、
尤
有
興
、
更
未
知
事
也
。
不
可
外
聞
。
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但
此
事
若
見
何
書
哉
、
將
又
只
口
傳
歟
。
返
報
云
、
百
詠
之
中
、

史
詩
注
文
已
顯
然
也
。
此
間
更
万
人
不
見
附
者
。
件
倭
漢
事
爲

備
後
覽
、
以
藤
中
納
言
言
說
所
記
附
也
。

 

　

筆
者
藤
原
宗
忠
が
権
中
納
言
藤
原
通
俊
に
『
史
記
』
の
中
に
「
太

史
公
」
と
称
さ
れ
る
の
は
太
史
談
の
こ
と
か
、
或
い
は
司
馬
遷
の
こ

と
か
、
と
尋
ね
る
と
、
通
俊
は
師
大
江
佐
国
の
口
伝
と
し
て
、
太
史

公
は
東
方
朔
の
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
宗
忠
が
更
に
そ
の
根
拠
を
問

う
と
、
通
俊
は
『
百
二
十
詠
』
の
「
史
」
詩
の
注
に
見
え
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
記
述
は
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
『
百
二
十
詠

詩
注
』「
史
」詩
第
一
句
下
注
の
一
本
注
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
佐
藤
道
生
氏
「
平
安
貴
族
の
読
書
」（『
三
河

鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
二
年
書
写 

和
漢
朗
詠
集 

影
印
と
研
究 
研
究
篇
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
。
初
出
は
二
〇
〇
八
年
）
が
詳
し
い
。

15 

他
に
本
邦
の
儒
者
の
手
に
成
る
『
百
二
十
詠
』
の
注
と
し
て
、
戸
崎

淡
園
（
允
明
、
一
七
二
四
―
一
八
〇
六
）
集
解
『
李
嶠
詠
物
詩
解
』

三
巻
が
あ
る
。
本
書
は
漢
土
伝
来
の
『
百
二
十
詠
詩
注
』
と
は
異
な

り
、
淡
園
に
拠
る
注
で
あ
る
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
二
月
の
自

序
が
あ
り
、注
に
は
延
宝
版
本
等
と
の
詩
句
本
文
の
異
同
を
も
記
す
。

詩
句
は
『
全
唐
詩
』
に
拠
る
か
。
静
嘉
堂
文
庫
に
自
筆
本
を
蔵
す
。 

ま
た
神
田
喜
一
郎
氏
前
掲
四
九
年
論
文
が
、
佚
書
で
あ
る
が
野
村
篁

園
（
一
七
七
五
―
一
八
四
三
）
に
『
李
嶠
百
詠
箋
略
』
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
、
内
閣
文
庫
蔵
の
未
刊
の
稿
本
『
篁
園
全
集
』
二
十
巻

の
巻
十
五
所
収
の
自
序
と
凡
例
、『
霞
舟
文
稿
』
所
収
の
友
野
霞
舟

序
を
翻
刻
し
紹
介
す
る
。

16 

『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
和
漢
書
善
本
解
題
』（
文
祥
堂
、一
九
五
八
年
）

に
阿
部
隆
一
氏
の
解
題
あ
り
。

17 

阿
部
隆
一
氏「
和
漢
貴
重
書
の
中
か
ら 「
李
嶠
雑
詠
注
」な
ど
」（『
阿

部
隆
一
遺
稿
集
』
第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。
初
出
は
一

九
五
七
年
）
に
「
或
は
足
利
学
校
関
係
者
の
旧
蔵
本
か
と
も
推
定
さ

れ
る
ふ
し
が
あ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
太
田
晶
二
郎
氏
前
掲
論
文
に
も

「
近
年
、
一
誠
堂
酒
井
氏
は
、
足
利
学
校
辺
に
関
係
有
る
ら
し
き
、

室
町
時
代
書
写
、
百
詠
注
の
完
本
を
入
手
さ
れ
た
」
と
し
て
、
こ
の

本
が
慶
應
義
塾
図
書
館
に
帰
し
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。

18 

太
田
晶
二
郎
氏
前
掲
論
文
の
脚
注
三
九
に
解
題
あ
り
。

19 
佐
佐
木
信
綱
氏
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』（
巌
松
堂
書
店
、一
九
三
九
年
）、

天
理
図
書
館
編
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録　

和
漢
書
之
部
第
二
』（
天

理
図
書
館
、
一
九
五
一
年
）
に
解
題
あ
り
。

20 

朱
筆
に
て
張
庭
芳
序
に
書
入
れ
ら
れ
た
校
注
は
東
坊
城
任
長
に
よ
る
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校
注
で
は
な
く
、『
昆
陽
漫
録
』
巻
四
所
引
張
庭
芳
序
に
記
す
所
の

異
本
注
記
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

21 

福
田
俊
昭
氏
前
掲
書
に
は
現
存
伝
本
の
書
誌
を
掲
載
す
る
が
、
該
本

に
対
し
て
、
氏
は
「
香
嵓
（
香
巖
）」
を
神
田
喜
一
郎
氏
の
号
と
し
、

該
本
を
一
九
七
二
年
二
月
の
喜
一
郎
氏
書
写
本
と
す
る
。
ま
た
「
本

書
は
天
理
大
詩
注
本
を
書
写
し
た
も
の
で
、
両
書
は
同
一
で
あ
る
」

と
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
誤
り
で
あ
る
。

22 

以
下
、
神
田
喜
一
郎
氏
の
論
文
引
用
は
、
前
掲
四
九
年
論
文
に
拠
る
。

23 

山
崎
誠
氏
前
掲
書
に
指
摘
さ
れ
る
。

24 

福
田
武
史
氏
「
李
嶠
百
詠
詩
題
注
に
お
け
る
和
名
抄
の
利
用
」（『
汲

古
』
第
六
四
号
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

25 

金
岡
照
光
氏
編
『
敦
煌
出
土
文
学
文
献
分
類
目
録
附
解
説
―
ス
タ
イ

ン
・
ペ
リ
オ
本
―
』（「
西
域
出
土
漢
文
文
献
分
類
目
録
Ⅳ
」
東
洋
文

庫
、
一
九
七
一
年
）、
王
重
民
氏
『
敦
煌
古
籍
叙
録
』（
中
華
書
局
出

版
、
一
九
七
九
年
）
に
ス
タ
イ
ン
・
ペ
リ
オ
両
本
の
書
誌
あ
り
。

26 

栃
尾
武
氏
「
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
ペ
リ
オ
蒐
集

3738
敦
煌
本
「
李

嶠
雑
詠
注
」
残
巻
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
成
城
文
藝
』
一
五
五
号
、

一
九
九
六
年
）
に
翻
刻
・
注
あ
り
。

27 

栃
尾
武
氏
「
大
英
図
書
館
蔵
ス
タ
イ
ン
蒐
集
555
敦
煌
本
「
李
嶠
雑
詠

注
」
残
巻
に
つ
い
て
の
一
考
察
上
」（『
成
城
文
藝
』
一
五
七
号
、
一

九
九
七
年
）
に
翻
刻
・
注
あ
り
。

28 

胡
志
昂
氏
前
掲
八
九
年
論
文
に
指
摘
さ
れ
る
。

29 

注
25
を
参
照
さ
れ
た
い
。

30 

俄
羅
斯
科
学
院
東
方
研
究
所
聖
彼
得
堡
分
所
編『
俄
蔵
敦
煌
文
献
１
』

（
敦
煌
吐
魯
番
文
献
集
成
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
に

書
影
あ
り
。

31 

そ
の
本
文
は
以
下
の
通
り
。「（
上
部
闕
損
）
毫
〔
裏
〕
開
冰
小
學
（
下

部
闕
損
）
／
墨 

長
安
分
石
炭  

上
黨
結
作
松
心
（
下
部
闕
損
）
／　

素
絲
光
易
染　

疊
綵
映
愈
〔
滇
〕（
下
部
闕
損
）
／
紙 

妙
跡
蔡
侯
施

　

芳
名
古
伯
馳　

雲
（
下
部
闕
損
）
／　

顯
廉
方
合
軌
儀
莫
驚
反
覆

守
（
下
部
闕
損
）
／
酒 

孔
座
洽
良
儔
〈
坐
上
賓
恒
満
／
樽
中
酒
不

空
〉
陳
莚
幾
（
下
部
闕
損
）
／　

湛
月
桂
香
浮
〈
桂
／
酒
〉
每
接
高

陽
宴
〈
郁
家
池
（
下
部
闕
損
）
／
飲
酒
酔
（
下
部
闕
損
）〉
／　

玄

石
飲
〈
昔
時
有
人
玄
石
／
酤
千
日
之
酒
〉
雲
雨
出
圓
丘
〈
後
（
下
部

闕
損
）〉
／
扇
翟
羽
舊
傳
名 

蒲
葵
實
曉
（
下
部
闕
損
）」。

32 
当
該
箇
所
の
詩
句
本
文
の
異
同
に
関
し
て
は
、
神
田
喜
一
郎
氏
前
掲

六
二
年
論
文
に
詳
し
い
。

33 

胡
志
昂
氏
前
掲
九
八
年
論
文
参
照
。


